
「
医
」を
届
け
る
。

NPO法人ロシナンテス日本事務局　
〒802-0082 福岡県北九州市小倉北区古船場町1-35 北九州市立商工貿易会館7F
TEL:093-521-6470　FAX:093-521-6471 　　info@rocinantes.org

私たちＮＰＯ法人ロシナンテスの名前は、小説「ドン・キホーテ」に出てくる

ドン・キホーテが乗る痩せ馬のロシナンテに由来しています。「私たち一人

一人は痩せ馬ロシナンテのように無力かもしれないが、ロシナンテが

集まり、ロシナンテスになれば、きっと何かできるはずだ！」と考え、

「ロシナンテス」と名付けました。今後もこれを信念として一歩一歩

歩んで参ります。皆さまのご支援をよろしくお願い申し上げます。

みんなはひとりの為に
ひとりはみんなの為に

「目の前の困っている人と共に歩み続けます」
目の前の困っている人に手を差し伸べましょう。自分で立ち上がることのできなかった人も、自分の足で立つことになるでしょう。

そして、共に助け合いながら、歩んでいくことを目指します。手を差し伸べた人も、頑張って自分の足で立つことが出来た人も、

立派なロシナンテです。共に歩んでいく姿がロシナンテスとなります。

「家族の絆と地域の和を大事にします」
スーダンでは、家族が助け合って生活をしています。子供たちは家の中のお手伝いをし、

介護の必要なお年寄りは家族が代わる代わる面倒を見ています。

社会インフラの整っていないスーダンでは、地域の和で助け合っています。

震災直後の東北でも、家族や地域の助け合う姿には、日本の原点を見た気持ちです。

現代の日本が見習うべきところが多くあります。

「世界と日本の子どもたちの明日の笑顔のために活動します」
人々はどうしても近視眼的になりがちですが、次の世代がどうなっているのかを考える必要があります。

震災直後の避難所で生きる励みの一つとなったのが、子どもたちの笑顔でした。

また、別々の国となった南北スーダンの子どもたちの笑顔が、両国の絆となる可能性もあります。

次の世代の子どもたちの笑顔につながるように、今をどう生きるかが、とても大事です。

この三つを活動理念とし、この言葉を常に心に、今後も活動を続けて参ります。

ONE  FOR  A L L  A L L  FOR  ONE

i d e a

p h i l o s o p h y
ロシナンテスの哲学

ロシナンテスの理念

ロシナンテス
年次報告書 2014.4-2015.3

認定NPO・国際NGO

写真／内藤順司 写真／竹林尚哉
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2005

川
原
は
、外
務
省
の
医
務
官
と
し
て
ス
ー
ダ
ン
に
勤
務
し
て
い
た
。

そ
こ
で
ス
ー
ダ
ン
人
の
悲
惨
な
現
状
を
み
て
、

医
師
と
し
て
手
を
差
し
の
べ
た
い
と
考
え
た
。

し
か
し
外
務
省
医
務
官
は
外
務
省
職
員
お
よ
び
在
外
日
本
人
に
し
か

医
療
を
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
ル
ー
ル
が
あ
り
、

目
の
前
の
現
状
と
自
分
の
置
か
れ
た
立
場
に
煩
悶
し
た
。

「
医
者
と
し
て
、い
や
、一
人
の
人
間
と
し
て
、

何
か
出
来
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
」

と
考
え
、外
務
省
を
辞
職
し
、帰
国
。

故
郷
の
福
岡
で
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
を
立
ち
上
げ
た
。

『目の前で困っている人を助けたい』
肩書きも何もなくなった、たった一人の挑戦を
助けてくれたのは高校時代の仲間たち
「ロシナンテ」が集まればきっと大きな力に
なるはず…と信じて、スーダンへ。

外務省辞職　
NGOロシナンテス立ち上げ
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０
０
５

２
０
０
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０
７

２
０
０
８

NPO法人認証

地方の村は無医村であるため、診療の際には
日本にあるような機材はもちろん使えない。
聴診器一つで患者に触れ、五感を働かせる。
診療するには、人として向き合い、信頼関係が
大切だという医療の原点に立ち返る。

ここは無医村で診療所は出来ていたが、設備は何もなかった。
診療するためには、村人との信頼関係が大切なため、村人と寝食を共にした。

スーダンでは町中のあちらこちらでサッカーをしている子どもたちを見かける。
ボールがなければ布きれを丸め、裸足で目を輝かせて空き地を駆けまわっている。
人種や国境や宗教を超えて一つになれる。
スポーツの魅力を生かして、平和構築につなげられないだろうか。

病院や村での巡回診療を開始
（巡回診療事業開始）

シェリフ・ハサバッラ村で診療所運営

２
０
０
９

２
０
１
０

200920092009

20102010

201120112011

サッカースクールを開校
（スポーツ事業開始）

ハサバッラ村に井戸を設置

ハサバッラ村に
女子学校を開校

井戸のない地域では不衛生な水を  
口にするため病気になる人も多い。
そこで根本的な原因を改善するため、
壊れていた井戸を修復し井戸を設置。

きれいな水が手に入れられるようになった。

学校に通えない村の女の子たち。
男女がともに勉強をする習慣の  

ないこの村には女子の学校がなかった。
女の子たちも学校に通えれば、
将来、診療所の看護師になる  
子どもがいるかもしれない。

村人とともに女子学校の建設に奔走した。
この村の未来を創るのは、子どもたち。

20082008

JICAと協働の3ヶ年 
母子保健事業着手

ハサバッラ村で
住民基本調査と
妊婦健診を実施

（母子保健事業開始）

スーダンの母子保健の水準は低く、
出産で命を落とす母親や、
5歳まで生きられない子どもが多い。
子どもたちが笑顔で健康に成長できるよう、
3年間に渡るJICAとの母子保健事業を開始。

東日本大震災が発災
東北事業部立ち上げ

南北スーダンの子ども達を
日本へ招待
天の川プロジェクトでは南北スーダンの
子供たちを被災地へ招き大運動会を開催。
いつまでもこの交流が続き、
彼らが日本とスーダンの架け橋となるように

ワッデルハディ村に
井戸を設置

ハルツーム大学で
長崎原爆展を開催

日本とスーダンの架け橋へ
ゼイン君、日本へ留学

ハルツーム大学に
日本スーダン交流館「無東西」を設立

被災地研修「東北を歩こう!」
を企画・運営

２
０
１
１

２
０
１
２

２
０
１
３

２
０
１
４

北コルドファン州で
国連WFPと協働の
栄養改善事業を開始

経済産業省
医療機器・サービス国際化
推進事業の採択・調査

宮城県名取市・岩沼市の
避難所で巡回診療
避難所にいる方々の手を取り、
巡回診療を行った。

2011
202011111

東
北
へ

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
発
生
時
に
、

日
本
に
帰
国
し
て
い
た
川
原
は
、

す
ぐ
さ
ま
現
地
入
り
し
、

医
療
・
災
害
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
開
始
し
た
。

201320132013
201220122012

避難所の子ども達と
「閖上桜」を植樹　
20年後の花見を約束して

がれき撤去作業を開始　
全国から多くのボランティアが集った

「寺子屋 閖上」
「寺子屋 亘理」を開校

地域新聞
「閖上復興だより」
発行サポート

写真／内藤順司

写真／内藤順司

写真／竹林尚哉
写真／内藤順司

写真／内藤順司

写真／内藤順司

写真／内藤順司

写真／内藤順司

写真／内藤順司

写真／内藤順司

築100年を超える図書館内の  
一室に設置された文化交流センター。

両国の懸け橋に！

震災直後、勉強が遅れていた子ども達。
やっと入れた仮設住宅は狭く、
集中して勉強できる環境ではなかった。
学校の宿題を持ち寄り、
みんなで学べる場をつくった。
いつしか学ぶ場だけではなく
「居場所」となった。

TO
 TH

E FU
TU

RE

避難所で出会ったおばあちゃんの一言、
「家に帰ったらがれきがいっぱいで入れなかった」
「じゃあ仲間を集めてきれいにするよ」
そうして始まったがれき撤去作業は翌年の4月まで実施し、
全国から多くのボランティアの皆さんが集い協力してくれた。

震災後、同じ町に住んでいた人々が
仮設住宅や民間借り上げ住宅等に入り
バラバラになった。
みんなで町の復興を考えるため、
みんなに復興状況を伝えるため、
被災した地元の方々が立ち上がった。

ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
の

被災高齢者の生きがいづくり
「健康農業 亘理いちご畑」の運営を開始

子どもや孫たちは、会社や学校へ行く。
畑や家を失った高齢者が日中にすることは極めて少なかった。
長引く仮設住宅暮らしによる、
高齢者の引きこもりや心身の不活発を解決するため、
みんなで集まり、みんなで活動する場をつくった。

閖上中学校慰霊碑の前で、
語り部さんから
3月11日の話を聞く
福岡の高校生たち。

絵／黒田征太郎
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「
　
」
医
を
届
け
る
。

」
医医

皆
さ
ん
が
考
え
る
医
療
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

診
療
を
受
け
る
。
治
療
を
受
け
る
。
薬
を
飲
む
。
手
術
を
受
け
る
。

日
本
で
は
誰
も
が
享
受
す
る
こ
と
の
で
き
る
医
療
。

ス
ー
ダ
ン
で
は
、

　

多
く
の
人
が
泥
水
を
飲
ん
で
い
ま
す
。

　

多
く
の
女
の
子
が
教
育
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
赤
ち
ゃ
ん
が
５
歳
を
待
た
ず
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
と
共
に

　

泥
水
を
き
れ
い
な
水
に
す
る
。

　

女
の
子
で
も
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
生
き
延
び
ら
れ
る
よ
う
に
母
子
保
健
教
室
を
行
う
。

日
本
で
私
た
ち
が
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
医
療
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

こ
れ
ら
も
広
い
意
味
で
の
医
療
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ロ
シ
ナ
ン
テ
ス

６
つ
の

出
来
事

九州大学医学部卒。1998年に
外務省に入省、タンザニア、
スーダンに医務官として赴任。
2005年に外務省を辞職しロ
シナンテス設立。65年生。

広島大学法学部卒。川原の高校
ラグビー部の後輩。震災直後、川
原より誘いを受けロシナンテス
へ入職。東北事業部長を務め、14
年より事務局長を兼任。66年生。

ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
理
事
長
・
医
師

川

原

尚

行

　
皆
様
方
の
一
方
な
ら
ぬ
御
支
援
に
よ
り
、ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
は

９
期
目
を
終
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
も
皆
様
方

の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
、心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

10
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、我
々
の
活
動
の
目
標
を
考
え

ま
し
た
。

「
世
界
の
ど
こ
に
で
も「
医
」を
届
け
る
！
」

　「
医
」は
、人
へ
の
癒
し
を
も
含
む
大
き
な
意
味
の
も
の

で
す
。い
ま
は
、ス
ー
ダ
ン
、震
災
後
の
東
北
に「
医
」を
届
け
て

い
ま
す
が
、今
後
は
次
の
世
代
を
育
て
な
が
ら
、活
動
が
世
界

に
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。そ
の
際
に
、

相
手
の
権
利
を
尊
重
し
て
、共
に
助
け
合
う
こ
と
が
必
要

で
す
。「
自
立
」と「
共
助
」で
す
。支
援
を
継
続
し
て
い
る

だ
け
で
は
、依
存
性
を
生
み
ま
す
。「
如
何
に
自
立
し
て
も
ら
う

の
か
？
」を
考
え
な
が
ら
、支
援
の
一
方
通
行
と
な
ら
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、我
々
は
、ス
ー
ダ
ン
、東
北
の
活
動
を
通
じ
て
、「
如
何

に
生
き
て
い
く
の
か
？
」と
い
う
こ
と
を
学
び
続
け
て

い
ま
す
。こ
れ
は
、ま
さ
に「
共
助
」と
な
っ
て
、我
々
の
も
と
へ

と
還
元
さ
れ
て
き
ま
す
。

　
皆
様
方
の
御
支
援
が
あ
り
、こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。私
は
、初
心
に
帰
り
、原
点
に
立
っ
て
新
た
な
出
発

を
こ
こ
か
ら
行
う
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。皆
様
方
と
と
も
に
歩
み

続
け
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、今
後
と
も
御
指
導
の

程
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
た
い
で
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
事
務
局
長

大

嶋

一

馬

　
い
つ
も
ロ
シ
ナ
テ
ス
を
ご
支
援
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
の
全
ス
タ
ッ
フ
を
代
表
し
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
は
理
事
長
・
川
原
尚
行
の
ふ
る
さ
と
福
岡

県
北
九
州
市
に
居
を
構
え
、９
年
間
に
わ
た
り
ア
フ
リ
カ
・

ス
ー
ダ
ン
共
和
国
の
医
療
支
援
と
、４
年
間
に
わ
た
り
宮
城

県
南
部
で
被
災
地
の
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、２
０
１
５
年
度
、10
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
助
力
の
も
と
、ス
ー
ダ
ン
で
は
電
気
・
水
道
・

ガ
ス
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
っ
て
な
い
僻
地
に
医
療

を
届
け
、東
北
の
被
災
地
で
は
津
波
で
家
族
や
友
人
、家
や

車
や
畑
な
ど
を
失
っ
た
人
々
と
共
に
復
興
に
向
け
て
歩
ん
で

参
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、ス
ー
ダ
ン
と
東
北
の
被
災
地
の
方
々
ば
か
り

を
見
つ
め
す
ぎ
て
い
た
た
め
、自
ら
の
足
元
を
見
る
こ
と
を

少
し
ば
か
り
怠
っ
て
お
り
ま
し
た
。反
省
す
べ
き
点
も
多
く

ご
ざ
い
ま
す
。

　
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
発
足
10
年
目
に
あ
た
り
、見
直
す
と
こ
ろ

は
真
摯
に
見
直
し
、私
ど
も
が
掲
げ
る「
医
」を
届
け
る
活
動

に
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
は
医
療
を
広
く
と
ら
え
、ス
ー

ダ
ン
と
日
本
の
地
域
住
民
が
自
立
と
共
助
の
な
か
で「
医
」

を
自
ら
構
築
し
、実
践
し
て
ゆ
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
共
に

歩
み
な
が
ら
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
を
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、今
後
、一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
た
く
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

２
０
１
４
年
度

スポーツを通じた健康増進プログラムを5月・
12月に実施しました。サッカー大会を開催し
ながら約1,000名の子供たちの歯科検診を実施
しました。日本人歯科医師の藤瀬先生と原田
先生にご協力いただきました。

スポーツ×歯科検診の
コラボレーション！

9月、ハルツーム大学図書館内に建設した日本
スーダン交流館「無東西」のオープニング
セレモニーに合わせ、ロシナンテス初のスタ
ディツアーを実施しました。
ロシナンテスの活動やイスラム社会の理解
が深まったと大好評でした。

スタディツアー開催・「無東西」開館

2011年の「天の川プロジェクト」で日本を
訪れたゼイン君。2012年から多くの方の
ご支援を受け日本の高校に通いました。
2015年春、優秀な成績で卒業し大学にも
合格しましたが、スーダン帰国を決意し
母国で勉学とサッカーに奮闘中です！

ゼイン君、日本の高校を卒業！
そしてスーダンへ！

北コルドファン州において、5歳以下の栄養
不良と診断された子供たちと妊産婦に対し
て、栄養改善のための食料を配布する事業
に着手しました。国連WFPとスーダンの
NGOとの共同事業です。

国連WFPとの栄養改善事業

2011年に中学三年生になった子供たちが
寺子屋の第一期卒業生です。全員が無事に
志望校に入学し、早いもので卒業を迎えま
した。就職を希望した子ども達から秋口に
内定をいただいたと嬉しい報告がありま
した！はばたけ！

寺子屋第一期卒業生が就職!

海外において医療協力に尽力されている
方に贈られる「大山健康財団賞」を川原尚行
が受賞しました。ハサバッラ村の診療所の
立ち上げや、スーダン人の医療スタッフを
配置して医療活動を継続している点を
評価していただきました！

第41回大山健康財団賞 受賞

川原尚行、初の自叙伝を出版いたしました

ROCINANTES ANNUAL REPORT 2014

「行くぞ！ロシナンテス　日本発　国際医療NGOの挑戦」
川原尚行・著／1,800円（税別）／山川出版社

ご縁に恵まれ、これまでの歩みと想いを一冊の本にすることができ
ました。ありがとうございます。ロシナンテスの活動と私たちの熱き
思いが、より多くの方にご賛同を得られる一助となれば幸いです。この
本の著書印税の全額は、スーダンでの病院建設費に充当いたします。

こ
れ
ら
も
広
い
意
味
で
の
医
療
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

さ
あ
、
共
に
歩
み
ま
し
ょ
う
。
明
る
く
健
や
か
に
生
き
る
未
来
へ
。
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ス
ー
ダ
ン
で
は
、南
北
の
間
で
20
年
に
わ
た
っ

て
内
戦
が
続
き
ま
し
た
。そ
の
後
、２
０
０
５
年

に
包
括
的
和
平
合
意
が
締
結
さ
れ
、６
年
間
の

暫
定
期
間
を
経
て
、南
部
の
住
民
投
票
で
独
立

が
決
定
し
ま
し
た
。そ
し
て
２
０
１
１
年
、

ス
ー
ダ
ン
か
ら
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
が
分
離

独
立
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
暫
定
期
間
に
は
、宗
教
が
混
在
す
る
状
態

か
ら
、ス
ー
ダ
ン
は
イ
ス
ラ
ム
教
、南
ス
ー
ダ
ン

は
キ
リ
ス
ト
教
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
４
年
が
経
過
し
、ス
ー
ダ
ン
で
は

ス
ー
ダ
ン
純
化
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、

ス
ー
ダ
ン
人
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
国
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
提
携
し
、ス
ー
ダ
ン
政
府
の
承
認
を
得
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。ス
ー
ダ
ン
の
人
々
を
育
成

さ
せ
る
た
め
の
純
化
政
策
で
す
が
、ス
ー
ダ
ン

政
府
が
関
与
す
る
場
合
が
多
く
、わ
れ
わ
れ

外
国
人
に
と
っ
て
窮
屈
な
一
面
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
反
面
、わ
れ
わ
れ
の
身
の
安
全
が
確
保

さ
れ
る
と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。

　
ス
ー
ダ
ン
の
バ
シ
ー
ル
大
統
領
に
は
、

２
０
０
９
年
に
国
際
刑
事
裁
判
所
か
ら
逮
捕

状
が
発
付
さ
れ
て
い
ま
す
。罪
状
は
、ス
ー
ダ
ン

西
部
ダ
ル
フ
ー
ル
地
方
で
の
紛
争
責
任
で
す
。

し
か
し
２
０
１
５
年
４
月
に
あ
っ
た
大
統
領

選
挙
で
再
選
さ
れ
、極
め
て
強
い
権
限
を
持
っ
て

い
ま
す
。大
統
領
の
強
権
の
も
と
、テ
ロ
が
発
生

す
る
他
国
と
は
裏
腹
に
、ス
ー
ダ
ン
国
内
で
は

テ
ロ
行
為
を
抑
え
込
ん
で
い
ま
す
。首
都
の

ハ
ル
ツ
ー
ム
で
は
治
安
が
よ
く
、比
較
的
に

安
全
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　
内
戦
終
結
後
、富
裕
層
を
生
み
出
し
て
い
る

一
方
で
、米
国
か
ら
の
経
済
制
裁
の
影
響
が

あ
り
、経
済
状
況
は
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。物
価

が
高
騰
し
た
た
め
、一
般
庶
民
の
生
活
は

苦
し
く
な
る
一
方
で
す
。結
果
的
に
、富
裕
層

と
貧
困
層
の
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
の
が
、

ス
ー
ダ
ン
の
現
状
で
す
。

　
２
０
０
２
年
、川
原
は
大
使
館
の
医
務
官
と

し
て
ス
ー
ダ
ン
に
赴
任
し
ま
し
た
。し
か
し
、

日
本
政
府
が
内
戦
中
の
ス
ー
ダ
ン
へ
の
援
助

を
停
止
し
て
い
た
た
め
、目
の
前
で
苦
し
む

ス
ー
ダ
ン
の
患
者
さ
ん
を
救
う
こ
と
が
許
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
す
。川
原
は
外
務
省
を
辞
し
て
、

ス
ー
ダ
ン
で
医
療
支
援
を
始
め
ま
し
た
。こ
れ

が
、ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
活
動
の
き
っ
か
け
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、ス
ー
ダ
ン
以
外
に
も
、さ
ま
ざ
ま

な
国
や
地
域
が
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
の
は

承
知
し
て
い
ま
す
。で
す
が
、ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
は

こ
の
ご
縁
を
大
切
に
、ス
ー
ダ
ン
で
の
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

　
ス
ー
ダ
ン
の
人
た
ち
に
一
度
深
く
ふ
れ
合
う

と
、だ
れ
で
も
彼
ら
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
て

し
ま
い
ま
す
。彼
ら
は
、裕
福
で
な
い
生
活
の
中
で
、

今
を
懸
命
に
生
き
て
い
る
の
で
す
。そ
し
て
余
所

か
ら
来
た
人
に
対
し
て
、と
て
も
親
切
に
振
る

舞
っ
て
く
れ
ま
す
。ま
た
、勤
勉
な
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
人
間
性
に
加
え
て
、す
ぐ

そ
ば
に
は
広
大
な
土
地
や
ナ
イ
ル
川
と
い
う

資
源
も
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、政
治
状
況
が
安
定

さ
え
す
れ
ば
、ス
ー
ダ
ン
は
発
展
し
て
い
く
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
す
。

　
国
際
協
力
の
究
極
的
な
目
標
は
、お
互
い
が

自
立
し
て
、共
助
し
て
い
く
こ
と
で
す
。決
し

て
相
手
を
支
配
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の「
自
立
」「
共
助
」を
実
践
で
き
る
の
が
、

ス
ー
ダ
ン
の
現
状

なぜ、ロシナンテスは
スーダンで活動をしているのか

「自立」と「共助」が

道を拓き、未来をつくる。

ス
ー
ダ
ン
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
昨
今
、イ
ス
ラ
ム
教
に
対
し
て
多
く
の

誤
解
が
生
じ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、わ
れ

わ
れ
非
イ
ス
ラ
ム
圏
の
人
間
が
、イ
ス
ラ
ム
教

へ
の
正
し
い
理
解
を
進
め
て
い
く
べ
き
な
の

で
す
。そ
れ
が
、わ
れ
わ
れ
の
使
命
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
の
ス
ー
ダ
ン

で
の
活
動
を
通
じ
て
、イ
ス
ラ
ム
理
解
が
深

ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

医
療
を
超
え
た

サ
ポ
ー
ト
で
発
展
を

　
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
の
活
動
は
、ス
ー
ダ
ン
の
現
地

住
民
と
行
政
組
織
、日
本
人
と
ス
ー
ダ
ン
人
の
ス

タ
ッ
フ
が
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
進
め
て

き
た
も
の
で
す
。い
わ
ば
、非
イ
ス
ラ
ム
で
あ
る

日
本
と
、イ
ス
ラ
ム
で
あ
る
ス
ー
ダ
ン
の
考
え

方
が
融
合
し
た
活
動
だ
と
い
え
ま
す
。

　
２
０
０
７
年
ス
ー
ダ
ン
東
部
、シ
ェ
リ
フ
ハ
サ

バ
ッ
ラ
村
で
の
活
動
は
、日
本
人
ス
タ
ッ
フ
が
村

に
住
み
込
み
、医
療
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
か
ら

は
じ
ま
り
ま
し
た
。日
本
人
ス
タ
ッ
フ
は
、村
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
す
る
な
か
で
、

解
決
の
手
段
と
し
て
井
戸
を
掘
っ
た
り
、学
校

を
建
設
し
た
り
と
、医
療
を
越
え
た
サ
ポ
ー
ト

を
す
す
め
ま
し
た
。そ
の
結
果
、多
角
的
な
村

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

こ
の
活
動
は
、彼
ら
の
自
立
を
促
す
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。そ
し
て
現
在
、村
人
や
地
方

行
政
の
協
力
を
得
て
、彼
ら
だ
け
で
全
て
の
施
設

を
運
営
し
て
い
ま
す
。一
方
、わ
れ
わ
れ
日
本
人

は
、彼
ら
の
生
活
の
中
か
ら
、生
き
る
こ
と
の

知
恵
を
授
か
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。こ
れ
こ
そ

ま
さ
に
、自
立
と
共
助
の
実
践
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、こ
れ
ま
で
10
年
に
わ
た
り
、

ス
ー
ダ
ン
と
日
本
と
の
架
け
橋
と
し
て
交
流

を
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
、多
く
の

接
点
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
あ
と
に
は
、南
北
ス
ー
ダ
ン

の
子
ど
も
た
ち
22
名
を
東
北
に
招
待
し
ま
し
た
。

そ
の
な
か
の
ゼ
イ
ン
君
は
、日
本
の
高
校
に
留

学
し
て
い
ま
す
。ま
た
、大
学
、医
療
関
係
者
10
名

以
上
を
日
本
で
の
研
修
に
招
き
ま
し
た
。こ
の

ご
縁
で
、１
名
の
大
学
院
生
が
日
本
に
留
学
を

果
た
し
て
い
ま
す
。日
本
の
高
校
に
留
学
し
た

ゼ
イ
ン
君
は
す
で
に
卒
業
し
、ス
ー
ダ
ン
へ
帰
国

し
ま
し
た
。彼
の
影
響
も
あ
っ
て
、い
ま
ス
ー
ダ
ン

で
は
、日
本
語
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、わ
れ
わ
れ
は
多
く
の
種
を
蒔
い

て
き
ま
し
た
。よ
う
や
く
芽
が
出
て
き
た
よ
う

で
す
。や
が
て
花
が
咲
き
、果
実
が
実
る
こ
と

で
し
ょ
う
。わ
れ
わ
れ
も
多
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
。
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社
会
イ
ン
フ
ラ
が
十
分
で
は
な
い
。そ
の
現

実
が
、ス
ー
ダ
ン
で
の
医
療
活
動
を
難
し
く
さ

せ
て
い
ま
す
。首
都
ハ
ル
ツ
ー
ム
か
ら
１
〜
２

時
間
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
ハ
ル
ツ
ー
ム
州
シ
ャ

ル
ガ
ニ
ー
ル
郡
ワ
ド
ア
ブ
サ
ー
レ
地
区
。首
都

の
近
く
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、社
会
イ
ン

フ
ラ
は
ほ
と
ん
ど
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。そ
の
た

め
十
分
な
医
療
施
設
が
な
く
、た
と
え
病
気
に

な
っ
て
も
、適
切
な
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、ハ
ル
ツ
ー
ム
州
保
健

省
は
、医
療
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム
が
車
で
村
々
を

回
る
巡
回
診
療
を
展
開
し
、村
人
の
健
康
を

守
っ
て
き
ま
し
た
。チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、栄

養
士
、予
防
接
種
係
、助
産
師
で
す
。こ
の
シ
ス

テ
ム
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
た
め
、ロ
シ
ナ
ン
テ

ス
は
ハ
ル
ツ
ー
ム
州
保
健
省
と
協
力
。２
０
１
３

年
か
ら
、基
本
的
な
病
気
の
診
療
が
で
き
る
メ

デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
、検
査
技
師
、統
計
係

の
３
名
を
追
加
し
、医
療
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　
巡
回
診
療
の
メ
ン
バ
ー
は
毎
月
、ワ
ド
ア
ブ

サ
ー
レ
地
区
に
あ
る
約
30
の
村
を
２
週
間
か
け

て
回
り
、よ
り
よ
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る

た
め
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

 

　
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、住
民
の
健

康
意
識
や
病
気
予
防
の
知
識
を
高
め
る
た
め
に

す
す
め
て
い
る
活
動
で
す
。巡
回
診
療
を
展
開

し
て
い
る
ワ
ド
ア
ブ
サ
ー
レ
地
区
の
約
30
村
を

　
医
療
に
か
か
わ
る
ス
タ
ッ
フ
は
、つ
ね
に
正

確
な
知
識
と
安
定
し
た
技
術
を
持
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
で

は
、定
期
的
に
ス
タ
ッ
フ
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
、

彼
ら
の
知
識
と
技
術
を
再
確
認
し
て
い
ま
す
。

そ
の
対
象
と
な
る
の
は
、現
地
の
巡
回
診
療
ス

タ
ッ
フ
や
村
で
働
く
助
産
師
で
す
。

　
２
０
１
４
年
11
月
に
は
、巡
回
診
療
ス
タ
ッ
フ

（
栄
養
師
・
予
防
接
種
担
当
者
、助
産
師
）に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。さ
ら
に
２
０

１
５
年
２
月
に
は
、私
た
ち
が
関
わ
っ
て
い
る

ワ
ド
ア
ブ
サ
ー
レ
地
域
だ
け
で
な
く
、シ
ャ
ル

ガ
ニ
ー
ル
保
健
省
管
轄
の
ワ
デ
ィ
ソ
バ
地
区
・

ア
ブ
デ
リ
ッ
ク
地
区
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。そ
の
内
容
は
、い

ま
実
際
に
彼
ら
が
取
り
組
ん
で
い
る
業
務
そ
の

も
の
で
す
。た
と
え
ば
、栄
養
や
予
防
接
種
の
知

識
を
確
認
し
た
り
、妊
婦
健
診
の
基
礎
を
尋
ね

た
り
。さ
ら
に
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
、実
際
の
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医者がいない村に、
医療を届ける。

巡回診療

巡
回
診
療
ス
タ
ッ
フ
と

村
落
助
産
師
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

診
療
所
建
設
に
向
け
て

　
巡
回
診
療
で
は
、２
週
間
で
約
30
村
を
回
っ
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
、緊
急
対
応
や
継
続
的
な
診

療
が
で
き
ま
せ
ん
。十
分
な
医
療
を
届
け
る
に

は
、や
は
り
診
療
所
の
建
設
が
不
可
欠
で
す
。そ

こ
で
、村
の
人
口
と
周
辺
の
状
況
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、３
つ
の
村
を
選
択
。こ
こ
に
診
療
所
を

建
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
３
つ
の
村
は
、セ
レ
リ
ア
、ア
ラ
ハ
ン
ダ
、ワ
ド

シ
ュ
エ
イ
ン
に
決
ま
り
ま
し
た
。２
０
１
４
年
10

月
、シ
ャ
ル
ガ
ニ
ー
ル
保
健
省
の
メ
ン
バ
ー
と

診
療
所
建
設
へ
の
活
動
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、セ
レ
リ
ア
の
診
療
所
建
設
を
め
ざ
し

ま
す
。さ
ら
に
診
療
所
で
働
く
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ

ス
タ
ン
ト
、栄
養
師
、予
防
接
種
担
当
者
を
村
か

ら
選
出
し
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
予
定
で
す
。

　
一
方
で
、継
続
的
な
ケ
ア
に
向
け
た
体
制
づ
く

り
も
す
す
め
ま
す
。約
30
の
村
か
ら
選
出
し
た
２

名
の
代
表
者
に
、村
の
病
人
や
障
害
を
持
つ
人

た
ち
を
把
握
し
て
も
ら
い
、継
続
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　
こ
の
仕
組
み
が
完
成
す
れ
ば
、残
る
ほ
か
の

村
へ
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

巡
回
診
療
の
朝
は
７
時
か
ら
。す
ぐ
に
日
差

し
が
強
く
暑
く
な
る
の
で
早
朝
か
ら
仕
事
に
出

か
け
ま
す
目
的
の
村
に
着
く
と
マ
イ
ク
で
巡
回

診
療
が
来
た
事
を
村
人
に
知
ら
せ
ま
す
①
。「
予

防
接
種
が
必
要
な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
は

外
に
出
て
き
て
く
だ
さ
ー
い
」放
送
を
聞
き
つ

け
て
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
が
集
ま
っ
て
来
ま

す
②
。ま
ず
、赤
ち
ゃ
ん
の
身
長
を
測
り
ま
す
体

重
を
測
っ
た
ら
、次
は
予
防
接
種
③
。

　

助
産
師
さ
ん
は
家
庭
訪
問
へ
④
。赤
ち
ゃ
ん

の
体
重
を
は
か
り
、ち
ゃ
ん
と
母
乳
が
出
て
い

る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

巡
回
診
療
は
炎
天
下
の
中
で
の
仕
事
の
た

め
体
力
を
使
い
ま
す
。村
人
が
提
供
し
て
く
れ

る
ジ
ュ
ー
ス
や
水
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
で

す
⑤
。ま
た
、丁
度
朝
ご
は
ん
の
時
間
に
あ
た

る
と
、村
人
が
ご
飯
を
提
供
し
て
く
れ
る
事
も

多
々
あ
り
ま
す
。ま
た
、夜
は
村
人
の
家
に
お

世
話
に
な
り
ま
す
。

　

電
気
が
無
い
た
め
、氷
を
使
っ
て
冷
蔵
保
存

が
必
要
な
薬
を
保
存
し
ま
す
。２
週
間
の
移
動

中
、氷
が
す
べ
て
解
け
て
水
に
な
る
事
が
数
回

あ
り
ま
す
⑥
。（
32
村
で
氷
が
売
っ
て
い
る
の
は

１
村
の
み
で
す
。）ま
た
、も
ち
ろ
ん
氷
だ
け
で

な
く
巡
回
診
療
車
の
給
油
の
た
め
、何
度
も
町

ま
で
戻
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
と
シ
ャ
ル
ガ
ニ
ー
ル
保
健

省
の
メ
ン
バ
ー
は
、毎
月
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
視
察
に
出
か
け
ま
す
⑦
。時
々
診
療
を
拒

否
さ
れ
る
場
面
に
出
く
わ
し
ま
す
。そ
ん
な
時

は
、健
診
や
予
防
接
種
の
重
要
性
を
丁
寧
に
話

し
ま
す
⑧
。村
に
は
障
害
を
持
っ
た
お
子
さ
ん

も
多
く
、リ
ハ
ビ
リ
の
方
法
を
家
族
に
伝
え
る

の
も
大
切
な
仕
事
で
す
。

　

予
防
接
種
係
・
栄
養
師
・
助
産
師
が
車
で

回
っ
て
い
る
間
に
、メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
検
査
技
師
は
一
箇
所
に
拠
点
を
構
え
て

診
療
を
行
い
ま
す
⑨
。時
に
は
、夜
間
懐
中
電

灯
を
つ
け
な
が
ら
診
療
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　

村
人
に
と
っ
て
月
一
回
の
診
療
は
と
て
も

貴
重
で
、遠
く
離
れ
た
所
か
ら
も
ロ
バ
で
や
っ

て
き
ま
す
⑩
。

　

ご
覧
の
よ
う
に
村
々
を
移
動
し
な
が
ら
、巡

回
を
終
え
る
ま
で
２
週
間
チ
ー
ム
一
丸
と
な

り
診
療
を
続
け
て
い
ま
す
。

上／助産師トレーニングの様子。感染
対策や医療器具の消毒方法を学びま
す。左／保健センターでの実習。左が
予防接種担当者。薬の説明をした上で
接種します。右／保健センターにて助
産師の実習。妊娠歴などの聞き取りも
重要です。

アラハンダでのミーティングの様子。集会には女性も参加し、
診療所再建への強い意欲を感じました。

準備から集まるアラハンダ村の女性
達。テントに入れなかった男性や子
ども達も会場の周りを囲んで、話に
聞き入っていました。

社
会
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
な
い
。

ス
ー
ダ
ン
の
ほ
と
ん
ど
の
村
が
抱
え
る
問
題
で
す
。

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
４
年
11
月
、首
都
ハ
ル
ツ
ー
ム
か
ら

約
１
０
０
㎞（
車
で
約
２
時
間
）の
ア
ラ
ハ
ン

ダ
村
で
、ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。ア
ラ
ハ
ン
ダ
村
は
、ロ
シ
ナ
ン
テ

ス
が
診
療
所
の
再
建
を
考
え
て
い
る
村
で
も

あ
り
ま
す
。

　
集
会
当
日
。開
始
時
間
に
多
少
の
遅
れ
は

あ
っ
た
も
の
の
、村
人
た
ち
は
事
前
に
話
し

合
っ
た
と
お
り
に
テ
ン
ト
や
イ
ス
を
並
べ
、準

備
万
端
に
会
場
を
整
え
て
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
女
性
を
対
象
に
、妊
娠
中
の
注
意
や

妊
娠
期
に
必
要
な
栄
養
、妊
婦
健
診
の
重
要
性
、

ま
た
産
後
健
診
や
家
族
計
画
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。会
場
に
は
、男
性
や
子
ど
も
た
ち
も
集

ま
り
ま
し
た
。お
か
げ
で
、多
く
の
人
々
に
健
康

教
育
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
会
場
に
は
、ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
て
、わ
か
り

や
す
い
ア
ピ
ー
ル
を
心
が
け
ま
し
た
。さ
ら
に

ビ
デ
オ
鑑
賞
が
で
き
る
部
屋
も
用
意
し
て
、村

人
た
ち
の
意
識
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　
妊
婦
だ
け
で
な
く
、参
加
し
て
く
れ
た
女
性

た
ち
に
健
診
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。必
要
が
あ

れ
ば
、検
査
や
薬
ま
で
処
方
し
た
の
で
す
。す
る

と
、終
了
す
る
間
際
ま
で
多
く
の
人
々
が
列
を

つ
く
り
、集
会
は
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
ア
ラ
ハ
ン
ダ
村
の
よ
う
な
地
方
の
村
で
は
、

健
康
教
育
は
お
ろ
か
、こ
う
し
た
大
規
模
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、村
人
た

ち
は
よ
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。講
義

が
終
わ
る
と
、村
の
男
性
を
中
心
に
ダ
ン
ス
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。ま
る
で
お
祭
り
の
よ
う
な

雰
囲
気
の
な
か
、会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
ア
ラ
ハ
ン
ダ
村
の
よ
う
に
、私
た
ち
は

こ
れ
ま
で
、大
人
を
対
象
に
し
た
健
康
教
育
を

お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。今
後
は
、村
の
将
来
を

担
う
子
供
た
ち
に
も
焦
点
を
当
て
、大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
村
人
全
員
を
巻
き
込
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

モ
ビ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
と
い
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
健
康
教
育
を
お
こ
な
う
方
法

と
し
て
、小
学
校
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
考
え

て
い
ま
す
。こ
こ
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
、

簡
単
な
健
康
教
育
を
す
す
め
て
い
く
予
定
で
す
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、村
の
学
校
と
連
携
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。先
生
た
ち
と
も
協
力
し
な
が

ら
健
康
教
育
の
普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

患
者
さ
ん
に
対
す
る
実
習
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。そ
の
結
果
、私
た
ち
と
活
動
を
続
け
て
い
る

ワ
ド
ア
ブ
サ
ー
レ
地
域
の
ス
タ
ッ
フ
は
、優
秀

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。ほ
か
の
地

域
の
ス
タ
ッ
フ
と
比
べ
て
も
、理
解
度
や
技
術

力
が
高
く
、と
て
も
頼
も
し
く
見
え
ま
し
た
。

　
ま
た
２
０
１
４
年
12
月
に
は
、ワ
ド
ア
ブ
サ
ー

レ
地
区
の
助
産
師
に
対
し
て
、感
染
対
策
、分
娩

に
使
用
す
る
器
具
類
の
消
毒
法
な
ど
の
再
確
認

を
行
い
ま
し
た
。ス
ー
ダ
ン
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

は
、政
府
が
提
供
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

る
チ
ャ
ン
ス
に
あ
ま
り
恵
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、現
地
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は「
知
識
の
確

認
が
で
き
て
、と
て
も
よ
か
っ
た
」「
自
分
が
担

当
す
る
部
署
だ
け
で
な
く
、医
療
の
知
識
を
広

く
勉
強
す
る
こ
と
が
出
で
き
来
た
」「
み
ん
な
で

一
緒
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
、チ
ー
ム
の

結
束
力
が
高
ま
っ
た
」と
、嬉
し
い
コ
メ
ン
ト
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。今
後
も
継
続
的
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
す
め
、ス
タ
ッ
フ
や
村
落
助

産
師
の
技
術
向
上
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

〈
健
康
教
育
〉

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

行
く
ぞ
！ 

巡
回
診
療

①②③④⑤

⑥⑦⑧⑨⑩

写真／竹林尚哉
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こ
れ
ま
で
巡
回
診
療
に
使
用
し
て
い
た
車
が

古
か
っ
た
た
め
、み
な
さ
ま
か
ら
新
し
い
車
と

牽
引
車
を
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
荷
物
を
運
ぶ
た
め
の
牽
引
車
は
、大
阪
う
つ

ぼ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。巡
回
診
療
に
使
用
す
る
ラ
ン
ド

ク
ル
ー
ザ
ー
は
、支
援
者
の
み
な
さ
ま
か
ら
の

ご
支
援
に
加
え
、歌
手
の
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
か

ら
も
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。加
え
て
、ロ

シ
ナ
ン
テ
ス
理
事
長
の
川
原
が
北
九
州
マ
ラ
ソ

ン
を
完
走
し
た
際
に
募
っ
た
寄
付
も
、大
き
な

チ
カ
ラ
に
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
５
年
を
迎
え
る
と
す
ぐ
、ロ
シ
ナ
ン

テ
ス
事
務
所
に
新
し
い
車
が
届
き
ま
し
た
。道

な
き
道
を
行
く
巡
回
診
療
は
、過
酷
を
き
わ
め

ま
す
。灼
熱
と
砂
漠
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
る
前

に
、２
０
０
０
キ
ロ
ほ
ど
試
験
走
行
を
行
い
ま

し
た
。そ
し
て
２
０
１
５
年
４
月
、新
し
い
車
で

の
巡
回
診
療
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
車
が
新
し
く
な
っ
た
こ
と
で
、私
た
ち
ス

タ
ッ
フ
の
作
業
効
率
は
格
段
に
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
。以
前
の
車
は
、車
の
屋
根
に
荷
物
を
積
載
し

て
い
た
た
め
、作
業
が
大
変
で
し
た
。し
か
し
い

ま
で
は
、車
の
荷
台
に
荷
物
を
載
せ
ら
れ
る
た

め
、作
業
時
間
が
大
幅
に
短
縮
で
き
ま
し
た
。ま

た
、車
内
に
ス
タ
ッ
フ
の
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
、２

週
間
の
過
酷
な
巡
回
診
療
に
も
少
し
の
快
適
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、支
援
者
の
み
な
さ
ま
が

ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
の
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ
い
て

い
る
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
こ
と
で
す
。ロ
シ

ナ
ン
テ
ス
を
と
お
し
て
、ス
ー
ダ
ン
の
人
々
を

温
か
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
み
な
さ
ま

に
、心
よ
り
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
活
動
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ROCINANTES ANNUAL REPORT 2014

新
巡
回
診
療
車
・
牽
引
車

　
２
０
０
９
年
か
ら
は
じ
め
た
少
年
サ
ッ
カ
ー
教

室
は
大
き
く
成
長
し
、い
ま
で
は
、１
０
０
人（
10

歳
〜
14
歳
70
人
、15
歳
〜
17
歳
30
人
）の
参
加
者
を

抱
え
て
い
ま
す
。卒
業
生
の
う
ち
２
人
は
、オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
代
表
チ
ー
ム
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ

も
、３
人
の
歴
代
日
本
人
コ
ー
チ
が
熱
心
に
指
導

し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。
14
年
度
の
途
中
か
ら

ス
ー
ダ
ン
人
の
み
の
コ
ー
チ
と
な
り
、現
在
は
女

性
も
含
め
て
４
人
の
コ
ー
チ
が
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
で
す
。そ

こ
で
、サ
ッ
カ
ー
の
大
会
に
歯
科
検
診
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。そ
う
す
れ
ば
、多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
受
診
の
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
の
で

す
。ス
ポ
ー
ツ
に
医
療
を
取
り
込
む
こ
と
は
、効
果

的
で
効
率
的
な
取
り
組
み
だ
と
い
え
ま
す
。

　
歯
科
検
診
は
、日
本
か
ら
２
人
の
歯
科
医
を
呼

び
寄
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。ハ
ル
ツ
ー
ム
大
学
の

歯
学
生
た
ち
と
も
、ま
た
地
域
の
方
々
と
も
協
力

し
て
お
こ
な
っ
た
サ
ッ
カ
ー
大
会
と
歯
科
健
診
の

同
時
開
催
は
、大
成
功
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き

ス
ポ
ー
ツ
事
業

上／多くのチームから選手が参加す
るサッカー大会。下／サッカー大会に
集まった少年たちに歯科検診をして
いる様子。順番を待つ子どもの不安そ
うな表情が、かわいい。

診療所。食糧はここに保管され、供給もここでおこなわれます。　

モバイルクリニック活動地、オルワン村で村人との交流

　
ハ
ル
ツ
ー
ム
か
ら
西
に
車
で
８
時
間
の
距
離

に
あ
る
北
コ
ル
ド
フ
ァ
ン
州
。２
０
１
５
年
１

月
、こ
こ
で
、国
連
Ｗ
Ｆ
Ｐ
と
ス
ー
ダ
ン
国
内
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
に
よ
る
栄
養
改
善
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
に
と
っ
て
、

国
連
と
組
む
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　
事
業
で
は
、ま
ず
、栄
養
士
が
子
ど
も
の
身
体

計
測
を
し
ま
す
。不
良
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、そ

の
子
は
栄
養
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。現
在
、

５
歳
以
下
の
子
ど
も
７
０
０
人
以
上
が
栄
養
不

良
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
取
り
組
み
で
は
、

地
域
の
人
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
。働
い

て
く
れ
た
対
償
に
、食
糧
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
Ｗ
Ｆ
Ｐ
の
事
業
は
契
約
期
間
が
半
年
で
す

が
、地
元
の
保
健
省
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
り
、

活
動
期
間
を
さ
ら
に
延
長
し
よ
う
と
計
画
中
で

す
。ま
た
Ｗ
Ｆ
Ｐ
で
は
、ス
ー
ダ
ン
を
緊
急

フ
ェ
ー
ズ
か
ら
復
興
フ
ェ
ー
ズ
に
切
り
替
え
る

こ
と
に
し
て
お
り
、食
糧
配
布
に
加
え
て
、人
材

育
成
も
す
す
め
て
い
き
ま
す
。国
連
、ス
ー
ダ
ン

の
国
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、州
保
健
省
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、我
々
も
学
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

栄
養
改
善
事
業

　
わ
が
国
の
高
度
医
療
を
ス
ー
ダ
ン
に
導
入
す

る
。そ
れ
は
つ
ま
り
、日
本
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー

が
ス
ー
ダ
ン
で
経
済
活
動
を
は
じ
め
る
契
機
に

も
な
り
ま
す
。そ
こ
で
私
た
ち
は
、日
本
企
業
が

ス
ー
ダ
ン
進
出
で
得
た
利
益
の
一
部
を
ロ
シ
ナ

ン
テ
ス
の
巡
回
診
療
に
支
援
い
た
だ
く
と
い
う

構
想
を
掲
げ
ま
し
た
。す
る
と
、こ
の
計
画
は
経
済

産
業
省
の
医
療
機
器・サ
ー
ビ
ス
国
際
化
推
進
事

業
に
採
択
さ
れ
た
の
で
す
。さ
ら
に
、ス
ー
ダ
ン
で

私
立
の
血
液
透
析
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
と
発
展
。私
た
ち
は
、そ
の
実

現
に
向
け
た
調
査
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
、ス
ー
ダ
ン
政
府
が
血
液
透
析
療
法
の

支
援
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
り
、計
画
を
断
念
し

ま
し
た
。計
画
は
頓
挫
し
ま
し
た
が
、調
査
の
過
程

で
、私
た
ち
は
大
き
な
成
果
を
手
に
し
た
の
で
す
。

　
ニ
プ
ロ
株
式
会
社
か
ら
は
、２
台
の
透
析
機

器
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。加
え
て
日
本
人

技
師
が
常
駐
し
、ス
ー
ダ
ン
人
技
師
た
ち
へ
の

講
習
会
も
開
催
し
ま
し
た
。株
式
会
社
セ
ン
ト

ラ
ル
ユ
ニ
か
ら
は
３
チ
ー
ム
の
派
遣
。福
岡
県

の
飯
塚
病
院
か
ら
は
、医
師
と
臨
床
工
学
技
士

の
派
遣
を
受
け
ま
し
た
。さ
ら
に
日
本
か
ら
内

視
鏡
専
門
医
を
招
聘
。ス
ー
ダ
ン
人
医
師
へ
の

指
導
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
日
本
の
臨
床
工
学
技
士
の
団
体（
Ｊ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
）

は
、ほ
ぼ
毎
年
、ス
ー
ダ
ン
を
訪
れ
、ス
ー
ダ
ン
の

臨
床
工
学
技
士
を
指
導
し
て
い
ま
す
。２
０
１
３

年
に
は
、ス
ー
ダ
ン
の
医
師
と
臨
床
工
学
技
士
を

日
本
に
招
き
、ニ
プ
ロ
株
式
会
社
と
飯
塚
病
院
で

研
修
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、ス
ー
ダ
ン
医
療
界
の
重
鎮
で
あ
る
ス

レ
ー
マ
ン
教
授
か
ら
は
、心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査

で
の
協
力
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
、こ
の
分

野
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
と
協
力
し
、器
材
の
納

入
を
果
た
し
ま
し
た
。

医
療
技
術
支
援

　
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
が
巡
回
診
療
で
訪
れ
て
い
る

村
々
に
も
、診
療
所
は
あ
り
ま
す
。し
か
し
、こ

こ
で
で
き
る
検
査
は
、血
圧
測
定
や
簡
単
な
血

液
検
査
に
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。こ

う
し
た
状
況
の
改
善
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
し

て
、日
本
の
企
業
が
開
発
し
た
〝
ド
ク
タ
ー

カ
ー
〞
が
あ
り
ま
す
。ド
ク
タ
ー
カ
ー
に
は
、超

音
波
検
査
機
器
、心
電
図
、自
動
血
圧
計
、遠
隔

診
療
の
た
め
の
設
備
、虹
彩
認
証
に
よ
る
個
人

識
別
シ
ス
テ
ム
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、国
際
協
力
機
構
の
助
成

事
業
で
ス
ー
ダ
ン
に
７
台
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
な
か
の
１
台
を
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
が
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
、実
証
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
０
１
５
年
２
月
、は
じ
め
て
ド
ク
タ
ー

カ
ー
で
巡
回
診
療
に
行
き
ま
し
た
。し
か
し
、舗

装
さ
れ
て
い
な
い
道
路
を
走
る
た
め
、砂
地
に

タ
イ
ヤ
が
埋
も
れ
て
立
ち
往
生
し
た
り
、重
量

が
あ
る
た
め
に
ス
ピ
ー
ド
が
出
せ
な
か
っ
た
り

し
て
、到
着
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。残
念
で
す
が
、巡
回
診
療
に
は
使
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、日
本
企
業
や
ス
ー
ダ
ン
保
健
省
・
国

際
協
力
機
構
と
話
し
合
っ
た
結
果
、保
健
省
に

譲
渡
す
る
事
が
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
、保
健
省
の
管
轄
の
も
と
医
師
・
歯
科
医
・

臨
床
心
理
士
の
チ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
学
校
に

お
け
る
生
徒
の
健
康
診
断
を
中
心
に
活
用
さ
れ

る
事
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
巡
回
診
療
は
、こ
の
地
域
の
み
で
な
く
、多
く

の
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
問
題
で
あ
り
、過
酷
な
環

境
に
耐
え
う
る
ド
ク
タ
ー
カ
ー（
巡
回
診
療
車
）

の
開
発
は
必
須
で
、今
後
、日
本
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
な
ど
に
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
の
開
催
、「
無
東
西
」で
の
日
本
語
教
室
、各
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ス
ー
ダ
ン
は
イ
ス
ラ
ム
教
の
国
で
す
。本
来
の
イ
ス
ラ
ム
教
を
ご

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、ス
ー
ダ
ン
の
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
日
本
と
ス
ー

ダ
ン
の
文
化
交
流
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
カ
ー
で
の

検
診
や
診
療
活
動

ドクターカー。国際協力機構助成
事業でスーダンに導入された７台
のうち、私たちが使っていた１台。

右
／
私
立
病
院
の
視
察
。左
／
内
視
鏡
専
門
医
に
よ
る
指

導
風
景
。

フィールドでの牽引車。これに大
量の荷物を詰め込んで、２週間の
長旅に出発します。

新巡回診療車と牽引車をバック
に、モバイルクリニックのスタッ
フと記念撮影。

牽引車を使用する前は荷物をいっ
ぱい車の屋根と内部に詰め込んで
いました。

　
こ
れ
か
ら
も
日
本
の
医
師
や
臨
床
工
学
技
士

を
ス
ー
ダ
ン
へ
呼
び
、医
療
技
術
支
援
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
当
初
の
目
的
で
あ
っ

た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
資
金
確
保
と
し
て
、こ
の
事
業
が

機
能
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。そ
の
た
め
に
、

ス
ー
ダ
ン
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
企
業
を
設
立
す
る
方

向
で
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

交
流
事
業

　

東
北
事
業
部
の
メ
ン
バ
ー
や
歌
手
の
し
お

り
さ
ん
を
含
む
総
勢
23
名
が
ス
ー
ダ
ン
を
訪

れ
ま
し
た
。開
館
前
の「
日
本
ス
ー
ダ
ン
交
流
館 

無
東
西
」を
掃
除
し
た
り
、書
籍
整
理
を
し
た
り

と
、お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
し
た
。無
東
西
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、東
北
メ
ン

バ
ー
が
民
謡
や
歌
を
披
露
し
ま
し
た
。ま
た
巡

回
診
療
の
活
動
地
で
あ
る
オ
ル
ワ
ン
村
で
は

交
流
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
体
験
。病
院
視
察
、ナ
イ
ル

川
ク
ル
ー
ズ
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
大
使
館
員
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
充
実
し
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
、最
終
日
は
オ
ン
ド
ゥ
ル

マ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
民
芸
品
な
ど
を
購
入
し

ま
し
た
。こ
の
ツ
ア
ー
を
と
お
し
て
ロ
シ
ナ
ン

テ
ス
の
活
動
を
は
じ
め
、イ
ス
ラ
ム
へ
の
理
解
、

文
化
交
流
、ス
ー
ダ
ン
の
魅
力
な
ど
を
感
じ
て

い
た
だ
け
た
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

ハ
ル
ツ
ー
ム
大
学
に
、ス
ー
ダ
ン
で
は
じ
め

て
日
本
文
化
を
感
じ
る
ス
ポ
ッ
ト「
日
本
ス
ー

ダ
ン
交
流
館 

無
東
西
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

設
立
に
当
た
っ
て
は
、京
都
の
工
務
店
、デ
ザ

イ
ナ
ー
、大
工
さ
ん
が
ス
ー
ダ
ン
に
入
り
、約
１

週
間
で
基
礎
を
造
成
。ス
ー
ダ
ン
人
の
大
工
さ

ん
に
引
き
継
ぎ
、完
成
さ
せ
ま
し
た
。館
の
名
称

で
あ
る「
無
東
西
」に
は
〝
立
ち
位
置
が
変
わ
れ

ば
、東
も
西
も
な
い
〞
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、約
３
０

０
人
が
集
結
。盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。館

の
床
の
間
に
は
、〝
今
年
の
漢
字
〞
で
知
ら
れ

る
清
水
寺
貫
主
、森
清
範
様
の
手
に
よ
る
書「
無

東
西
」が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。開
館
後
は
自
習
、

読
書
は
も
ち
ろ
ん
、押
し
花
教
室
な
ど
定
期
的

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 賑やかなハルツームにある静かな和の空間「無東西」

２
０
１
４
年
９
月
７
日
〜
９
月
13
日
に
、

ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

ハ
ル
ツ
ー
ム
大
学
か
ら
の
要
請
に
よ
り

実
現
し
た
和
の
空
間

日
本
ス
ー
ダ
ン
交
流
館 

無
東
西

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
る
最
中

に
、ス
ー
ダ
ン
は
南
北
に
分
裂
し
ま
し
た
。そ
の
た

め
、女
子
チ
ー
ム
は
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の

で
す
。そ
し
て
日
本
で
は
、東
日
本
大
震
災
が
起
こ

り
ま
し
た
。震
災
の
あ
と
、「
天
の
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」と
題
し
て
、南
北
ス
ー
ダ
ン
の
子
ど
も
た
ち
を

被
災
地
に
招
き
ま
し
た
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、ゼ

イ
ン
と
い
う
一
人
の
少
年
が
日
本
に
高
校
留
学
を

果
た
し
ま
し
た
。現
在
、ゼ
イ
ン
は
卒
業
し
て
ス
ー

ダ
ン
に
帰
国
。後
輩
た
ち
を
指
導
し
て
い
ま
す
。彼

と
の
協
力
体
制
は
、今
後
も
継
続
し
た
い
考
え
で

す
。さ
ら
に
、現
在
は
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
が
運
営
し
て

い
る
少
年
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
い
ず
れ
は
保
護
者
に

委
ね
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
と
医
療
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

現
在
お
こ
な
っ
て
い
る
巡
回
診
療
に
も
応
用
し
て

い
く
予
定
で
す
。具
体
的
に
は
、各
地
域
の
学
校
と

連
携
を
図
り
、地
域
ご
と
に
チ
ー
ム
を
結
成
。あ
わ

せ
て
指
導
者
の
育
成
を
す
す
め
、地
域
の
ヘ
ル
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
保
健
指
導
員
）と
連
携
し
て
、保

健
教
育
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。　
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東
日
本
大
震
災
の
復
興
計
画
は
地
方

自
治
体
の
裁
量
で
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、

そ
の
進
捗
に
大
き
な
開
き
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
が
最
初
に
被
災

地
支
援
を
始
め
た
名
取
市
は
未
だ
68
・
９
％

の
方
々
が
仮
設
住
宅
で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
、主
な
活
動
地
で
あ
る
亘
理
町
は
37
・

７
％
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。（
２
０
１
５
・

３
月
末
時
点
）

　
そ
ん
な
な
か
、震
災
時
に
小
さ
な
子
供
が

あ
っ
た
世
代
の
多
く
の
方
が
仮
設
住
宅
を

退
去
し
て
い
き
ま
し
た
。５
年
の
月
日
の

経
過
に
よ
り
子
供
が
大
き
く
成
長
し
、狭
い

仮
設
住
宅
で
の
生
活
が
よ
り
困
難
と
な
っ
た

た
め
で
す
。高
齢
者
も
一
緒
に
退
去
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。若
い
夫
婦
は
共
働
き

を
し
、孫
た
ち
は
学
校
へ
行
き
、高
齢
者
は

知
ら
な
い
土
地
の
新
し
い
家
で
一
人
き
り

と
な
り
、孤
独
に
さ
い
な
ま
れ
ま
す
。も
と

も
と
夫
婦
二
人
き
り
や
お
一
人
で
生
活
を

し
て
い
る
高
齢
者
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　
現
在
、津
波
に
被
災
さ
れ
た
方
々
は
、

①
災
害
公
営
住
宅
に
移
住
し
た
人

②
新
天
地
に
自
宅
を
再
建
し
た
人

③
震
災
前
の
自
宅
を
改
修
し
た
人

④
仮
設
住
宅
に
残
っ
て
い
る
人

の
４
パ
タ
ー
ン
に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
仮
設
住
宅
を
退
去
し
、新
た
な
生
活
を
始
め

た
ら
ひ
と
段
落
し
、楽
し
く
落
ち
着
い
た

生
活
を
送
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、話
を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、現
実
を
知
れ

ば
知
る
ほ
ど
、そ
こ
に
横
た
わ
る
目
に
は

見
え
な
い
問
題
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
仮
設
住
宅
を
退
去
し
、心
機
一
転
、新
た
な

生
活
に
踏
み
出
す
ご
家
庭
が
増
え
、一
見
、復
興

が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、小
学
生

は
近
所
に
友
達
が
い
な
く
な
り
、高
齢
者
は
外
出

さ
え
ま
ま
な
ら
な
い
方
も
い
ま
す
。

　
あ
る
五
年
生
の
女
の
子
は
、家
族
そ
ろ
っ
て

改
修
さ
れ
た
自
宅
に
戻
り
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、

周
り
に
戻
っ
た
お
宅
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、小
学
生

は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、毎
日「
寺
子
屋
」

に
通
っ
て
き
ま
す
。あ
る
お
ば
あ
さ
ん
は
、息
子

夫
婦
が
新
た
に
建
て
た
家
に
、孫
も
一
緒
に

移
転
し
ま
し
た
が
、朝
か
ら
夜
ま
で
広
い
家
に

一
人
き
り
で
す
。「
健
康
農
業 

亘
理
い
ち
ご
畑
」

に
参
加
し
て
い
る
と
き
が
一
番
幸
せ
と
言
い

ま
す
。

　
現
地
に
い
る
私
た
ち
に
は
、『
復
興
』と
い
う

言
葉
が
何
を
指
す
の
か
、と
て
も
難
し
い
問
題

で
す
。『
復
興
』と
は
何
か
と
問
わ
れ
て
も
、

う
ま
く
返
答
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
た
東
北
の『
復
興
』

は
、一
歩
前
に
進
ん
だ
り
、一
つ
何
か
が
解
決

さ
れ
る
と
、必
ず
新
た
な
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、震
災
直
後
か
ら
、ず
っ
と
こ
の

地
に
居
を
構
え
て
、被
災
地
の
方
々
と
共
に
歩

い
て
き
ま
し
た
。で
す
か
ら
、き
っ
と
新
し
い

問
題
に
気
付
く
の
で
す
。

　
そ
れ
が
、私
た
ち
が
東
北
で
活
動
を
続
け
る

最
大
の
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

東
日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら

５
年
た
っ
た
今
の
現
状
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な
ぜ
、ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
は

東
北
で
活
動
を
し
て
い
る
の
か

わたしたちは、
ここ東北にいます。

心
の
居
場
所
づ
く
り
を

　
震
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
も
の
は
大
切
な

家
族
や
友
人
、家
や
畑
な
ど
、普
通
に
生
活
し
て

い
れ
ば
誰
に
で
も
あ
る「
暮
ら
し
」そ
の
も
の

で
す
。日
本
は
豊
か
な
国
で
す
の
で
、仮
設
住
宅

に
暮
ら
す
人
々
も
減
っ
て
き
て
お
り
、目
に
見

え
る「
暮
ら
し
」は
徐
々
に
回
復
に
向
か
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
で
す
が
、目
に
見
え
な
い「
暮
ら
し
」こ
そ
、

被
災
者
の
方
々
が
対
峙
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、真
の
意
味
で
の
復
興
で
あ
る
と

私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
仮
設
住
宅
を
出
て
新
た
な
土
地
に
移
る
今
、

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
不
安
を
感
じ
る
人
、

遠
慮
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
人
、馴
染
め
な
い
人

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
、現
在
も
継
続
し
て
展
開
す
る

寺
子
屋
と
健
康
農
業
の
参
加
者
に「
な
ぜ
通
い

続
け
て
い
る
の
か
」と
ア
ン
ケ
ー
ト
で
尋
ね
た

と
こ
ろ
、圧
倒
的
に
多
い
回
答
が『
友
達
に
会
え

る
か
ら
』『
友
達
と
一
緒
に
で
き
る
か
ら
』で
す
。

　
震
災
で
失
わ
れ
た「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」や

「
役
割
」と
い
っ
た
目
に
見
え
な
い「
暮
ら
し
」

の
大
切
な
部
分
、心
の
居
場
所
を
、ロ
シ
ナ
ン

テ
ス
東
北
は
提
供
し
て
い
ま
す
。

宮城県

仙台市●

名取市●
亘理町●

亘理町　災害公営住宅　集合型
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東
日
本
大
震
災
で
お
年
寄
り
が
受
け
た
ダ

メ
ー
ジ
は
、計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
な
も
の

で
し
た
。す
べ
て
を
失
っ
た
喪
失
感
と
、先
が
見
え

な
い
不
安
感
か
ら
、心
を
病
ん
で
し
ま
う
方
も

数
多
く
い
ま
し
た
。

　
安
心
感
が
持
て
る
生
活
を
す
る
こ
と
。た
め

ら
わ
ず
に
自
分
の
気
持
ち
を
表
に
出
す
こ
と
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
ふ
れ
あ
い
、絆
が
実
感
で
き
る

環
境
の
な
か
で
暮
ら
す
こ
と
。こ
う
し
た
こ
と
が
、

当
時
の
お
年
寄
り
に
は
必
要
で
し
た
。

　
そ
し
て
た
ど
り
着
い
た
の
が
、健
康
農
業
で
す
。

亘
理
は
も
と
も
と
、い
ち
ご
の
生
産
地
。な
ら
ば
、

い
ち
ご
の
栽
培
を
と
お
し
て
、心
の
ケ
ア
が

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。私
た
ち
は
考
え

ま
し
た
。農
作
業
を
す
す
め
る
な
か
で
、地
域
の

人
々
と
心
の
交
流
が
生
ま
れ
、生
き
る
チ
カ
ラ

が
わ
き
上
が
る
。そ
ん
な
お
年
寄
り
の
姿
を
思
い

描
き
な
が
ら
立
ち
上
げ
た
の
が
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
フ
ァ
ー
ム『
健
康
農
業 

亘
理
い
ち
ご
畑
』」

で
す
。

　
２
０
１
４
年
度
は
、仮
設
住
宅
に
住
む
61
名
の

お
年
寄
り
が
参
加
し
た
亘
理
い
ち
ご
畑
。畑

か
ら
は
、今
日
も
お
年
寄
り
た
ち
の
笑
い
声
が

聞
こ
え
ま
す
。

　

和
子
さ
ん
の
年
齢
を
聞
い
て
、私
た
ち
は
驚
き
ま
し
た
。

87
歳
。背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
て
、し
っ
か
り
と
し
た
足

取
り
で
歩
く
姿
は
、ず
っ
と
若
く
見
え
ま
す
。ご
主
人
が

他
界
さ
れ
て
か
ら
は
一
人
暮
ら
し
。震
災
前
も
、仮
設
住
宅

で
も
、お
一
人
で
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
元
気
な
う
ち
は
、子
ど
も
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
た
く

な
い
か
ら
」そ
の
気
丈
な
言
葉
に
は
、感
動
さ
え
覚
え
ま
す
。

い
つ
も
朗
ら
か
で
、ジ
ョ
ー
ク
を
飛
ば
し
て
い
ま
す
が
、

仮
設
住
宅
で
は
知
り
合
い
が
少
な
く
、と
け
込
め
な
か
っ
た

と
い
い
ま
す
。そ
の
た
め
、気
分
も
沈
み
が
ち
に
な
り
、外

出
が
お
っ
く
う
に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
と
き
、「
健
康
農
業 

亘
理
い
ち
ご
畑
」の
活
動
が

は
じ
ま
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。楽
し
そ
う
だ
し
、気
分

転
換
に
ち
ょ
っ
と
参
加
し
て
み
よ
う
。そ
ん
な
軽
い
気
持

ち
で
、農
園
が
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
25
年
１
月
か
ら
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
は
、遠
い
と
こ
ろ
か
ら
来
た
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農業をとおして、
希望や生き甲斐の芽も守りたい。

子どもでいられる時間は、短い。
貴重な時間だからこそ、
強力なサポートが必要です。

健康農業 亘理いちご畑
　
震
災
に
よ
っ
て
、子
ど
も
た
ち
は
学
び
の
場

を
失
い
ま
し
た
。遊
ぶ
機
会
も
、な
く
し
ま
し
た
。

一
人
に
つ
き
一
畳
ほ
ど
の
ス
ペ
ー
ス
し
か
な
い

避
難
所
に
、子
ど
も
の
居
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。我
慢
ば
か
り
が
求
め
ら
れ
る
子
ど
も

た
ち
に
、集
中
し
て
勉
強
で
き
る
場
所
を
、友
達

と
笑
い
合
え
る
時
間
を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
。

そ
ん
な
想
い
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、「
寺
子
屋

閖
上
」で
す
。震
災
後
わ
ず
か
３
か
月
弱
、２
０
１
１

年
６
月
の
こ
と
で
し
た
。

　「
寺
子
屋
閖
上
」は
評
判
に
な
り
、亘
理
か
ら
も

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
同
年
12
月
に
は

「
寺
子
屋
亘
理
」を
開
校
。現
在
に
い
た
り
ま
す
。

　
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
。そ
ん
な
古
き
良
き

日
本
の
風
習
が
、閖
上
や
亘
理
に
は
息
づ
い
て

い
ま
し
た
。し
か
し
震
災
で
、こ
れ
ま
で
築
き
上
げ

て
き
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
崩
壊
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。仮
設
住
宅
で
再
び
生
ま
れ
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
、復
興
が
進
む
に
つ
れ
崩
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。仮
設
を
離
れ
る
子
ど
も
と
残
る

子
ど
も
。ど
ち
ら
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
も
、

し
っ
か
り
と
照
ら
し
つ
づ
け
た
い
。私
た
ち
は

そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

学習支援事業「寺子屋」

和子さん（87歳）亘理町吉田地区出身。
現在、住み慣れた吉田地区を離れて、
街のなかにある災害公営住宅で一人
暮らし。ここに来て、みんなで食べる
お昼がとてもおいしいという。

Ｍさん（14歳）亘理町内の中学校に通
う3年生。出身は福島県南相馬市。「寺
子屋は温かい家のような場所。なくて
は困る存在です」。将来は幸せな家庭を
築いて、幸せな人生を送りたいという。

それぞれの役割で作業をすすめ、みんなで収穫した野菜をお昼ごはん
にいただきます。「みんなで食べるとおいしいね！」

学校が終わったらすぐさま友だちと集う。仮設住宅集会所は、ぼくた
ちの学び場であり遊び場

知
ら
な
い
人
ば
か
り
。そ
れ
が
逆
に
、い
い
」。私
た
ち
に
、

気
楽
さ
を
感
じ
て
い
る
様
子
で
す
。

　

震
災
直
後
か
ら
私
た
ち
は
こ
の
ま
ち
と
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。山
と
積
ま
れ
た
瓦
礫
も
、時
間
の
経
過
と
と
も
に

な
く
な
り
、ま
ち
は
本
来
の
姿
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。目
に

見
え
る
も
の
は
、な
ん
と
か
整
理
が
つ
く
も
の
で
す
。

　

一
方
、目
に
は
見
え
な
い
部
分
が
心
配
で
し
た
。手
に

取
っ
て
確
か
め
ら
れ
な
い
の
で
、答
え
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

手
探
り
の
な
か
で
、そ
の
都
度
、検
証
し
な
が
ら
前
に
進
む

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

だ
か
ら
、和
子
さ
ん
の
気
持
ち
を
聞
い
た
と
き
は
、ホ
ッ

と
安
心
し
ま
し
た
。

　

何
も
知
ら
な
い
よ
そ
者
に
、何
が
で
き
る
。そ
う
思
わ
れ
る

人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。け
れ
ど
も
、何
も
知
ら
な
い

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。よ
そ
者
だ
か
ら

こ
そ
、寄
り
添
え
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
、私
た
ち
は
信
じ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
の
６
月
、和
子
さ
ん
は
転
ん
で
大
腿
骨
を
骨
折
し
ま

し
た
。年
齢
か
ら
考
え
て
も
完
治
は
難
し
い
と
の
診
断

で
し
た
が
、和
子
さ
ん
は
驚
異
的
な
回
復
を
遂
げ
ま
し
た
。

お
見
舞
い
に
行
く
た
び
、リ
ハ
ビ
リ
に
耐
え
、元
気
に
な
る

和
子
さ
ん
を
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

　
「
い
ち
ご
畑
は
私
に
と
っ
て
大
切
な
活
動
。こ
こ
が
あ
る

か
ら
、生
活
に
張
合
い
が
出
る
」和
子
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

「
定
期
的
に
同
じ
仲
間
に
会
え
る
こ
と
が
嬉
し
い
。デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
、あ
れ
こ
れ
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
で
抵
抗
が
あ
る

が
、健
康
農
業
な
ら
皿
洗
い
な
ど
の
手
伝
い
も
で
き
る
し
ね
」

そ
の
言
葉
に
、私
た
ち
の
活
動
の
意
味
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

亘
理
で
は
現
在
、災
害
公
営
住
宅
の
整
備
が
整
い
、多
く
の

人
が
転
居
を
は
じ
め
て
い
ま
す
。和
子
さ
ん
も
、そ
の
一
人
。

ふ
た
た
び
新
し
い
環
境
に
、一
人
で
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

前
を
向
い
て
頑
張
る
和
子
さ
ん
を
は
じ
め
、多
く
の
高
齢

者
の
皆
さ
ん
を
支
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

学
校
に
行
っ
て
勉
強
を
す
る
。給
食
を
食
べ
て
友
達
と

遊
ぶ
。宿
題
が
嫌
だ
と
思
う
夜
が
あ
っ
た
り
、学
校
に
行

き
た
く
な
い
朝
が
あ
っ
た
り
し
て
も
、一
定
の
リ
ズ
ム
で

毎
日
が
過
ぎ
て
い
く
。そ
ん
な
お
だ
や
か
な
生
活
が
、成
長

に
は
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
突
然
、日
常
は

奪
わ
れ
ま
し
た
。Ｍ
さ
ん
が
小
学
４
年
生
の
と
き
で
し
た
。

　

Ｍ
さ
ん
の
故
郷
は
、福
島
県
南
相
馬
市
で
す
。あ
の
日
、

Ｍ
さ
ん
一
家
は
飯
館
山
に
避
難
し
ま
し
た
。け
れ
ど
も
、

す
ぐ
に
放
射
能
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。

そ
こ
で
新
潟
に
避
難
し
ま
す
。　

　

し
か
し
、父
親
の
仕
事
の
こ
と
も
あ
り
、一
家
は
宮
城

に
移
り
住
み
ま
す
。

　

宮
城
で
は
大
河
原
で
２
年
間
を
過
ご
し
た
あ
と
、中
学

１
年
生
の
と
き
亘
理
に
越
し
て
き
ま
し
た
。亘
理
に
来
た

当
初
は
、不
安
で
泣
い
て
ば
か
り
い
た
と
い
い
ま
す
。そ
し
て

中
学
２
年
生
の
と
き
、友
達
に
連
れ
ら
れ
て
寺
子
屋
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

勉
強
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
く
て
、や
る
気
が
起
き
な
い
。

そ
れ
が
寺
子
屋
の
門
を
叩
い
た
き
っ
か
け
で
し
た
。震
災
後

の
混
乱
の
な
か
、環
境
の
変
化
に
適
応
す
る
だ
け
で
も

大
き
な
負
担
で
す
。そ
の
う
え
子
ど
も
た
ち
は
、自
分
の

将
来
を
見
据
え
た
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

中
学
生
と
も
な
れ
ば
、勉
強
も
難
し
く
な
り
、高
校
受
験

も
迫
っ
て
き
ま
す
。置
か
れ
た
環
境
と
は
関
係
な
く
、成
長

の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
待
っ
て
く
れ
な
い
の
で
す
。

　

寺
子
屋
に
参
加
し
て
２
年
。Ｍ
さ
ん
は「
勉
強
が
楽
し
く

な
っ
た
」と
い
い
ま
す
。こ
の
前
、Ｍ
さ
ん
は
英
検
３
級
を

受
験
し
ま
し
た
。１
次
試
験
に
合
格
し
、た
だ
い
ま
２
次

試
験
の
勉
強
中
で
す
。「
こ
こ
に
来
な
け
れ
ば
、英
検
な
ん
て

絶
対
に
受
け
て
い
な
か
っ
た
し
、受
け
よ
う
と
も
し
な

か
っ
た
と
思
う
」そ
の
言
葉
に
、気
持
ち
が
前
向
き
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

　

震
災
が
な
け
れ
ば
、Ｍ
さ
ん
は
ま
っ
す
ぐ
な
道
を
歩
い
て

い
け
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
い
ま
、Ｍ
さ
ん
の
進
む

道
に
は
曲
が
り
角
が
増
え
ま
し
た
。そ
の
ぶ
ん
、出
会
う

人
が
多
く
な
り
、新
し
い
世
界
を
垣
間
み
る
機
会
も
増
え

ま
し
た
。子
ど
も
で
い
ら
れ
る
時
間
は
、そ
う
長
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。そ
の
大
切
な
時
間
に
、私
た
ち
は
何
を
す
べ
き
か
。

つ
ね
に
自
問
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　

先
日
、Ｍ
さ
ん
は
甲
状
腺
検
査
の
た
め
、福
島
に
戻
り

ま
し
た
。以
前
に
通
っ
て
い
た
小
学
校
が
検
査
場
所
だ
っ
た

の
で
、か
つ
て
の
友
人
た
ち
に
も
多
く
会
っ
た
と
い
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、み
ん
な
生
活
環
境
が
違
う
た
め
、話
が
合
わ
ず
、

そ
の
ま
ま
別
れ
た
よ
う
で
す
。立
ち
止
ま
ら
ず
、振
り
返
ら
ず
、

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
道
を
歩
き
は
じ
め
て
い
る
証
拠

だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
先
生
と
仲
よ
く
な
っ
て
よ
か
っ
た
。い
ま
は
幸
せ
」ひ

と
り
で
は
越
え
ら
れ
な
い
壁
で
も
一
緒
な
ら
乗
り
越
え
ら

れ
る
。こ
の
冬
、Ｍ
さ
ん
は
高
校
受
験
に
挑
戦
し
ま
す
。



16 15

　
２
０
１
２
年
７
月
に
実
施
し
て
以
来
、団
体・個

人
を
問
わ
ず
、「
東
北
を
訪
れ
た
い
」と
い
う
要
望
に

応
え
て
、受
け
入
れ
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
参
加
が
団
体
の
場
合
、い
く
つ
か
の
コ
ー
ス
を
提

示
し
て
、ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
受
け
入
れ
を
す
す
め

て
い
ま
す
。そ
の
ひ
と
つ
、語
り
部
コ
ー
ス
で
は
、当

時
の
状
況
や
避
難
所
の
生
活
、復
興
の
現
状
な
ど
を

語
り
継
ぐ「
閖
上
震
災
を
伝
え
る
会
」が
案
内
。交
流

コ
ー
ス
で
は
、「
健
康
農
業
亘
理
い
ち
ご
畑
」の
高
齢

者
の
方
々
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
参
加
が
個
人
の
場
合
は
、被
災
地
を
実
際
に
見
た

り
、健
康
農
業
事
業
に
参
加
し
た
り
、イ
ベ
ン
ト
運

営
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
り
し
な
が
ら
、さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
国
内
外
か
ら
幅
広
い
年
齢
層
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。被
災
地
を
訪
れ
る
こ
と

は
、東
北
の
問
題
を
共
有
す
る
だ
け
で
な
く
、訪
れ

た
人
た
ち
の
防
災
意
識
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
方
が
自
分
の
防
災
に
つ
い
て
考
え

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

団
体
来
訪
者
様
紹
介
／
大
阪
う
つ
ぼ
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
様
／
コ
ン
パ
ス
ポ
イ
ン
ト
様
／
日
本
全
国

ス
ギ
ダ
ラ
ケ
倶
楽
部
様
／
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｋ
東
北
様
／

河
合
塾
Ｃ
ｏ
ｓ
ｍ
ｏ
様
／
福
岡
工
業
大
学
付
属
城

東
高
校
様
／
北
海
道
佐
呂
間
町
議
会
様
／
静
岡
県

立
浜
松
湖
東
高
校
様
／
福
岡
県
立
小
倉
高
校
様
／

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
イ
ラ
ク
・
ク
ル
ド
行
政
官
視
察
団
様

　「
健
康
農
業 
亘
理
い
ち
ご
畑
」の
活
動
時
間
は

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
８
時
半
か
ら
13
時
半
。

毎
朝
、仮
設
住
宅
に
お
年
寄
り
た
ち
を
お
迎
え
に

行
く
と
こ
ろ
か
ら
、一
日
は
始
ま
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
は
、亘
理
町
内
５
か
所
に
あ
る

す
べ
て
の
仮
設
住
宅
か
ら
参
加
者
を
募
集
し
ま

し
た
。す
る
と
、前
年
度
ま
で
39
名
だ
っ
た
参
加
者

が
61
名
に
増
加
。そ
の
た
め
、耕
作
地
の
拡
大
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。東
北
事
業
部
の
近
く
に
あ
る

８
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
休
耕
地
を
借
り
て
、

開
墾
か
ら
作
付
け
、収
穫
と
、精
力
的
に
活
動

を
す
す
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、無
理
は
禁
物
で
す
。参
加
者
一
人

ひ
と
り
の
身
体
能
力
や
健
康
状
態
、精
神
状
態
を

つ
ね
に
把
握
し
、で
き
る
範
囲
で
役
割
を
担
当
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
か
ら
冬
の
農
閑
期
に
は
、ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

●
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
来
訪
希
望
者
の
受
入
れ
／

個
人
１
８
０
名（
延
べ
５
６
６
名
）

●
団
体
の
視
察･

研
修
ア
テ
ン
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
／

団
体
７
件（
延
べ
１
６
７
名
）
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被
災
地
交
流
事
業「
東
北
を
歩
こ
う
！
」

健
康
農
業
亘
理
い
ち
ご
畑

学
習
支
援
事
業「
寺
子
屋
」

来訪する大学生に被災状況を説明する工藤（寺
子屋閖上 塾長）。名取市閖上日和山上にて。

実りの秋！笑顔も収穫しました。

丹
精
こ
め
て
育
て
た
大
根
が
、こ
ん
な
に
大
き
く
な
り
ま

し
た
。畑
か
ら
は
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。

今
年
の
一
文
字
を
し
た
た
め
ま
し
た
。寺
子
屋
新
年
会
で

の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
す
。

ISISの侵攻で避難民が発生しているイラクより
行政官が視察へ。亘理町の仮設住宅集会所にて。

お茶会でとても仲良くなった高校生とおばあ
ちゃん、帰った後も手紙のやりとりをしたそう。

東
北
の
い
ま
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
東
北
が
抱
え
る
問
題
を
共
有
し
た
い
。

そ
こ
か
ら
未
来
が
見
え
る
と
信
じ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

で
葉
物
野
菜
を
栽
培
し
ま
し
た
。収
穫
後
は
干
し

野
菜
や
漬
物
を
つ
く
り
、で
き
あ
が
っ
た
タ
ク
ア

ン
は
ス
ー
ダ
ン
に
も
届
け
ま
し
た
。　

　
震
災
か
ら
５
年
目
を
迎
え
た
３
月
11
日
に
は
、

追
悼
行
事「
鎮
魂
と
希
望
の
祈
り
を
灯
そ
う
」を

お
こ
な
い
ま
し
た
。竹
灯
籠
に
火
を
灯
し
な
が
ら

参
加
者
の
方
々
が
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
亘
理
は
、平
成
27
年
に
す
べ
て
の
災
害
公
営
住

宅
が
完
成
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、ほ
と
ん
ど
の

被
災
者
が
恒
久
住
宅
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

仮
設
住
宅
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
離
れ
る
こ

と
で
、孤
立
や
引
き
こ
も
り
、運
動
不
足
な
ど
健

康
に
悪
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
、私
た
ち
も
心
を

寄
せ
て
活
動
を
つ
づ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
１
１
年
６
月
に
始
ま
っ
た「
寺
子
屋
」事

業
は
、今
年
で
５
年
目
を
迎
え
ま
す
。２
０
１
４

年
３
月
に
は
、第
４
期
生
と
な
る
子
ど
も
た
ち
が

卒
業
し
、高
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

寺
子
屋
第
１
期
生
は
、今
年
19
歳
。こ
の
春
か
ら

社
会
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
子
も
い

ま
す
。復
興
が
す
す
む
な
か
、一
人
ひ
と
り
が
そ

れ
ぞ
れ
の
歩
み
を
確
実
に
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
寺
子
屋
は
、週
５
回
、午
後
５
時
か
ら
９
時
ま

で
授
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。宿
題
を
中
心

に
、予
習
、復
習
、試
験
対
策
を
す
す
め
て
い
ま

す
。通
常
の
授
業
の
ほ
か
、第
９
回
を
数
え
る
寺

子
屋
交
流
会
で
は
、大
自
然
が
広
が
る
夏
の
蔵
王

で
想
い
っ
き
り
遊
ん
で
き
ま
し
た
。仮
設
住
宅
は

狭
く
、遊
ぶ
場
所
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ

ん
な
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、最
高
の
思
い
出
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。ま
た
、９
月
に
は

「
ス
ー
ダ
ン
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」と
題
し
た
寺
子

屋
課
外
授
業
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
い
ま
、ま
ち
は
復
興
に
向
け
て
大
き
く
す
す
み

は
じ
め
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、仮
設
住
宅
を
出

る
家
庭
が
増
え
、残
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
寂
し

さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。寺
子
屋
に
通
う
子

ど
も
た
ち
も
、２
０
１
２
年
に
は
年
間
の
べ
８
５

０
０
人
だ
っ
た
の
が
、２
０
１
４
年
度
に
は
約
３

０
０
０
人
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。今
後
、

ま
わ
り
の
環
境
が
ど
う
変
化
し
て
い
く
の
か
私

た
ち
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、一
人
ひ
と
り
が
そ
れ

ぞ
れ
の
道
を
し
っ
か
り
と
選
択
し
、歩
ん
で
い
け

る
よ
う
に
２
０
１
５
年
度
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
参

り
ま
す
。

医療法人 健康会 京都南病院グループ（5/17）　中外製薬株式会社（5/18）　佐賀

龍谷学園 龍谷中学校・高等学校（5/21）　サッポロフレンズ（5/26）　北海道大学 

国際医療協力勉強会「なまらambitious」（5/26）　上智福岡中学高等学校 生徒会

（5/28）　福岡大学 講義（6/4）　「集え！長崎」実行委員会（6/7）　地方独立行政

法人 長崎市立病院機構 長崎みなとメディカルセンター市民病院（6/8）　長崎市

教育委員会（6/9）　土浦日本大学高等学校（6/13）　日本透析医学会ランチョン

セミナー（6/14）　福岡市立百道浜小学校（6/16）　済生会福岡総合病院（6/19）　

有限会社 大蔵笑「川原尚行医師講演実行委員会」（7/19）　JCIグローバルパートナー

シップサミット2014（アメリカ合衆国ニューヨーク 国際連合本部内）（7/24）　

長崎大学医学部整形外科学教室（9/20）　自衛隊中央病院 高等看護学院（9/26）　

北九州市立槻田中学校（10/3）　青山社中株式会社（10/3）　独立行政法人国際協力

機構　九州国際センター（10/5）　福岡経済同友会（10/7）　福岡市立警固小学校

（10/8）　福岡県立宗像高等学校（10/9）　金沢大学国際学類（10/10）　慶應義塾 

福澤諭吉記念文明塾（10/11）　川崎医科大学 川崎学園祭（10/12）　国立大学法人 

熊本大学（10/15）　群馬市民大学講座（10/16）　JC明豊会（10/16）　小金井市立

小金井第二中学校（10/18）　福岡県立修猷館高等学校（10/20）　電源開発株式

会社 橘湾火力発電所（10/21）　徳島大学 消化器移植外科（10/21）　久留米信愛

女学院中学校・高等学校（10/23）　福岡県国際理解教育研究会（10/24）　熊本大学 

国際社会医療研究会（10/25）　長崎県対馬いづはら病院（10/27）　福岡県立苅田

工業高等学校（10/28）　茨城県立並木中等教育学校（10/29）　福岡教育大学 附属

小倉小学校（15/2/14）　一般社団法人 宮崎青年会議所(15/2/16)　北九州市立 

高須中学校(15/2/21)　北九州市立 高槻小学校（15/2/23）　東京慈恵会医科大学 

外科学講座消化器外科（15/3/2）　株式会社 西日本シティ銀行（15/3/7）

京都新聞夕刊（5/16）「スーダンに『和』広がれ」日本

スーダン交流館『無東西』建設の紹介　長崎新聞

（ローカル面）（6/8）「できることから始めよう」講演

会（6月7日・長崎大にて開催）について　読売新聞夕

刊・連載（6/9～13）東北事業部長大嶋一馬の紹介

「『がれき撤去隊長』拝命」「知らなかった悲しみ」「し

たいこと見つかった」「イチゴ畑に戻った笑顔」「誰

かのために寄り添う」　読売新聞夕刊（6/12）「スー

ダンで和の文化発信」建設中の『無東西』紹介　西日

本新聞（6/12）「スーダンで“日本”発信」建設中の

『無東西』紹介　読売新聞朝刊（8/8）「子どもの居場

所守る」寺子屋閖上活動紹介 7/29-30開催の寺子

屋交流会について　読売新聞（地域・北九州）(8/22)

「スーダンに日本文化広めて」高須中から『無東西』

への書籍寄贈　東京新聞夕刊（9/4）「子ども集まる

仮設の寺子屋」寺子屋亘理活動紹介　JapanTimes

（9/8）「Terakoya’let Tohoku kids study in 

peace」寺子屋亘理活動紹介　毎日新聞（地域・北九

州）（9/14）「スーダンに交流所完成」日本スーダン

交流館『無東西』オープニングセレモニー　読売新

聞（地域・北九州）（9/15）『無東西』完成 日本スーダ

ン交流館『無東西』オープニングセレモニー　朝日

新聞（9/17）「仮設住宅の塾 響く笑い声」寺子屋閖上

活動紹介　朝日新聞（9/18）「引っ越しても学ぶ場

は同じ」寺子屋閖上 仮設住宅を出た小学生の紹介　

朝日新聞（9/19）「震災で実感　毎日が大切」寺子屋

閖上 仮設住宅に住む中学生の紹介　朝日新聞

（9/24）「１期生就活 地元出て挑戦したい」寺子屋閖

上 卒業生の進路について　アル・ムスタギッラ新聞

福岡県立若松高等学校（6/7）　あしがら平野一円塾（6/14）　田辺三菱製薬

株式会社（6/24）　福岡県立小倉高等学校 父母教師会 研修委員会（6/27）　

友幸会 異業種交流会（9/29）　西山浄土宗 西部布教師会（10/16）　宰城会・

筑紫野市教育研究会（15/1/20）　北九州市立湯川小学校（15/1/27）　浄土

真宗本願寺派（西本願寺）第15回ビハーラ活動全国集会（15/2/15）

北九州市立今町市民センター(8/6)　嘉麻市立熊ヶ畑小学校（11/14）　

北九州市小中学校長会（12/16）　北九州市立三郎丸小学校（12/22）

遠賀町立広渡小学校（15/1/17）

一般社団法人日本看護学教育学会 第24回学術集会 ナーシング・サイエンスカフェ（8/27）

NPO法人ふれあい塾あびこ・特選公開講座（6/9）

大阪うつぼロータリークラブ卓話(15/3/10）

大阪うつぼロータリークラブ卓話(15/3/10）

ロシナンテス活動報告会＠福岡（6/16）

わっしょい百万夏まつり ブース出展（8/2・3）

グローバルフェスタ2014 ブース出展（10/4・5）

集え！ロッシーサポーターの会＠東京（12/13）

集え！ロシナンテス学園＠福岡（15/3/1）

2014年度　メディア紹介一覧

2014年度　講演会イベント実績

（スーダンの新聞）9月掲載「無東西について」　毎日

新聞（地域・北九州）（10/4）「母校の槻田中で川原さ

ん講演」講演会（10月3日・槻田中学校にて開催）掲

載　西日本新聞（北九州版）（10/6）「素晴らしい社

会築こう」講演会（10月5日・JICA九州にて開催）掲

載　毎日新聞（地域・北九州）（10/8）「活動資金づく

りに卓上カレンダー作成」カレンダー告知（田地野・

山本）　読売新聞夕刊（10/14）「克服できる貧者の

病」さだまさしさんの記事の中で川原尚行の話掲載

山陽新聞朝刊（10/15）「支援には信頼関係重要」講

演会（川崎学園祭・10月12日開催）掲載　上毛新聞

（10/18）「三山春秋」コラム内に講演内容掲載　上

毛新聞（10/21）「信頼関係が重要」講演会（10月16

日・群馬市民大学講座で開催）掲載　山陽新聞夕刊

（11/7）「地域溶け込み信頼培う」講演会（川崎学園

祭・10月12日開催）講演要旨　山陽新聞朝刊

（11/12）「地域に入り信頼培う」講演会（川崎学園

祭・10月12日開催）講演要旨　西日本新聞（社会面）

（15/2/2）イスラム国日本人殺害記事内にコメント

掲載　朝日新聞（社会面）（15/2/3）「医療届いてい

ない地域に医療を」イスラム国関連のニュースが飛

び交う中、安全に留意して活動しているコメント掲

載　読売新聞（3/8）「健康維持に畑作業 宮城・亘理」

健康農業活動紹介　河北新報（3/10）「イラク行政

官 被災地視察」被災地研修 JICA視察団受入れにつ

いて　読売新聞（3/12）「手作りの竹灯籠に犠牲者

悼み歌う健康農業 3/11追悼行事の紹介　西日本新

聞（3/12）「学ぶ力を育む」寺子屋閖上活動紹介　読

売新聞（3/14）映画「風に立つライオン」取材記事掲

載（広告一面）　琉球新報（3/26）コラム「南風」内で

歌手のしおりさんの記事内に川原尚行と「風に立つ

ライオン」関連内容掲載　河北新報（3/28）「笑顔咲

く畑 守り抜く」健康農業／副部長 田地野茜の紹介

KHB東日本放送（7/7）「つなごう！宮城のチカラ」

健康農業事業活動紹介　KHB東日本放送（9/1）「つ

なごう！宮城のチカラ」7/29-30寺子屋交流会紹介

日本テレビ（15/3/14）「風に立つライオン」特番イ

ンタビュー

FMあおぞら（8/9）「あおぞらインタビュー」健康農

業納涼祭イベント告知　FMあおぞら（8/21・25・

26）「あおぞらレポート」健康農業納涼祭イベント報

告　FM FUKUOKA（15/3/11） 「モーニングジャ

ム」大嶋一馬出演

Mundi（JICA広報誌）5月号「Voice」⑧川原尚行・団

体設立～スーダン・東北について　Lognote（ログ

ノート・広島）8月号（No.116）「News pick up」7月

19日の広島講演（川原尚行）について　MSCボラン

ティア☆サロンだよりボランティアサロンでのイ

ベント紹介誌（8月27日・No.361）6月24日の講演

（大嶋一馬）について　暮楽人（クラウド）（広島）

vol.141マエダハウジング発行「暮楽人スペシャル

対談マエダハウジング社長・川原尚行スペシャル対

談」　2015年版北九州予備校 医・歯・薬・獣医専門

コースFelix入学案内パンフレット 北予備OBから

のメッセージ寄稿
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川 原 尚 行 大 嶋 一 馬

海 原 六 郎

神 木 英 里

櫻 井 　 文

田 地 野 　 茜

綾 田 早 笑

広 報 イ ベ ン ト
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一般のNPO法人に寄附した場合の一般損金算入限度額とは別枠
の特別損金算入限度額の範囲内であれば損金の額に算入すること
が認められます。なお、寄附合計額が特別損金算入限度額を超える

場合には、その超える部分の金額は一般寄附金の額と合わせて、一般
損金算入限度額の範囲内で損金算入が認められます。
※詳しくは税務署にご確認ください。

ROCINANTES ANNUAL REPORT 2014

「ロシナンテスの活動を支援する」

ロシナンテスへのご寄附は
寄付金控除等の税の優遇措置を受けることができます。

ロシナンテスの名前の由来である「小さな力（ロシナンテ）」がたくさん集まれば大きな何かができると信じて―――。
あなたもロシナンテスの一員になりませんか？

みなさまのご寄付が大きな支援活動につながります。

個人住民税(地方税)の計算において、寄附金税額控除が適用されます。
（都道府県又は市区町村が条例で指定した認定NPO法人等に個人が寄附した場合）
※詳しくはお住まいの都道府県又は市区町村にご確認ください。

個人で
ご寄附
の場合

法人で
ご寄附
の場合

所得税の寄付金控除として、 

所得控除 又は 税額控除のいずれかを選択適用できます。 
※控除適用されない場合もございます。詳しくは税務署にご確認ください。

【所得控除】年間寄附額から２千円を控除した金額を、
　　　　　　　 その年分の総所得金額から控除
【税額控除】年間寄附額から２千円を控除した金額の
　　　　　　　 40％相当額をその年分の所得税額から控除

個人で毎月1,000円クレジットカードで寄附した場合、
総寄附額は、1,000円×12か月=12,000円ですが、
確定申告で税額控除の適用をうけることで

（12,000円－2,000円）×40％＝4,000円が還付されるため、

実質年間ご負担額は、

8,000円（＝12,000円－4,000円）となります。
※これらを受けるためにはロシナンテス発行の寄附受領書が必要です。

お問い合わせはロシナンテス日本事務局まで

TEL 093-521-6470　TAX 093-521-6471　

　 info@rocinantes.org

毎 寄付する
ひと月
1,000円
（約33円/1日）

ひと月
3,000円
（約100円/1日）

ひと月
5,000円
（約166円/1日）

ひと月
10,000円
（約333円/1日）

毎 寄付する
毎年 3,000円 毎年 5,000円 毎年 10,000円

銀行口座自動引落し／クレジットカード支払い
方法

銀行口座自動引落し／クレジットカード　　　　　／郵便局　　／銀行口座振込支払い
方法

銀行口座自動引落し／クレジットカード支払い
方法

1年間 になる
個人会員 3,000円～ 学生会員 1,000円～ 団体会員 30,000円～

活動全般に寄付をする スーダンの活動に寄付をする 東北の活動に寄付をする

継続的に寄付をする

今回のみ寄付をする

協力会員になる

ボランティアをする 登録制

郵便局支払い
方法

支援したい活動へ自由な金額で。

日本事務局や東北でイベントや事務作業のお手伝い（不定期）をお願いいたします。

銀行口座振込　（恐れ入れますが振込手数料をご負担願います）
「活動全般・スーダンの活動への寄付」
金融機関：三菱東京UFJ銀行　北九州支店

口座番号：普通預金　No.0069309

口座名義：特定非営利活動法人ロシナンテス

「東北の活動への寄付」
金融機関：西日本シティ銀行　三萩野（ミハギノ）支店

口座番号：普通預金　No.2135060

口座名義：特定非営利活動法人ロシナンテス

銀行口座自動引落し
所定の申込用紙を送付させていただきますので
日本事務局へご連絡ください。

郵便局　　（恐れ入れますが振込手数料をご負担願います）
郵便局備え付けの払込取扱票にて下記口座へお振込みください。

口座記号：01720-3　口座番号：74330　店名：一七九

加入者名：NPO法人ロシナンテス

※銀行口座振込をご利用の方で領収書をご希望の場合は下記項目を
　電話またはメールでお知らせください。
【振込日・振込者名・ご住所・振込いただいた金額・領収書発送（年一括・毎回）】

お支払い方法

活動計算書

特定非営利活動に係る事業会計活動計算書（第9期：2014年4月1日から2015年3月31日まで）

収入の部

支出の部

為替差益（C)

法人税（D)

当期収支差額（A-B＋C-D)

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

①会費・入会金収入 

②事業収益（受託事業収入・ＪＩＣＡ） 

③助成金収入 

④寄附金収入 

⑤雑収入（物品販売等） 

当期収入合計（Ａ） 

海外活動費 

①生活改善事業

　（保健医療事業・水・衛生事業）

②交流推進事業

　（スポーツ事業・人材交流事業）

国内活動費 

③救援・復興協力事業（東北）

④広報活動

⑤事務局

当期支出合計（Ｂ） 

15,356,057

56,076,693

1,500,000

47,901,871

12,048,980

132,883,601

67,409,585

31,907,665

30,946,445

15,475,658

16,546,983

162,286,336

1,238,476

151,000

-28,315,259

151,566,887

123,251,628

2014年度活動計算書に関して
　2014年度はロシナンテスが発足して以来、初めての大幅

な赤字を計上してしまいました。まずは、これまでロシ

ナンテスを支えてくださっている皆さまに心からお詫び

申し上げます。

　このような結果となった主な原因は、予定していた収入

が確保できなかったことです。支出については、ほぼ予算

通りに収まったのですが、受託金額やご寄附の金額等が

予定通り確保できず、ご覧の結果となってしまいました。

　ここ数年、活動の規模が大きくなるにつれ、収入増の

傾向で推移してまいりましたが、2014年度に関しまして

は、足踏み状態となりました。

　ロシナンテスではこれまで、活動に注力するあまりに、

資金調達や広報にそれほど力を注いでおりませんでした。

それでも、何とかここまでやってくることができました。

　しかし、これからは、これまで以上にロシナンテスの

活動を広く広報し、賛同してくださるご支援者様を増やす

努力をして参ります。また、インターネットやSNSを利用

した広報活動にも力を注いでいかなければなりません。

　皆様一人一人をロシナンテと信じ、皆様方の力を結集

して、強靭なロシナンテスを結成させてまいります。より

一層の御支援・御協力をお願い申し上げます。

（単位：円）

名称

代表者氏名

事務局所在地

設立

スタッフ数

特定非営利活動法人　ロシナンテス

理事長　川原尚行

〒802-0082　福岡県北九州市小倉北区古船場町1-35 

北九州市立商工貿易会館７階　TEL.093-521-6470

2005年10月（NPO法人設立 2006年５月）

25名

・スーダン事業部／13名

・東北事業部／6名

・日本事務局／6名

2005
2006

2007
2008

2009
2010
2011

2012
2013

2014

2015

10
5
8

2

1
4
3

6
7
10
1
1
6
6

9
1

スーダン共和国にＮＧＯロシナンテス立ち上げ
北九州市にＮＰＯ法人ロシナンテス設立
スーダン共和国政府に国際ＮＧＯ登録
スーダン東部ガダーレフ州で巡回診療開始（～2013.6）
ガダーレフ州ハサバッラ村で診療所開設・運営（～2013.6）
女子学校建設プロジェクト始動
（在スーダン日本大使館　草の根無償資金援助・2009.6開校）
スポーツ事業開始（日本サッカー協会協力）
母子保健事業開始（JICA草の根技協・～2013.3）
東北・被災地巡回診療開始（～2011.4）
東北・被災地がれき撤去作業開始（～2012.4）
東北・学習支援事業「寺子屋」開始
日本スーダン交流事業「天の川プロジェクト」実施
被災地住民新聞「閖上復興だより」発行サポート（～2014.3）
国税庁長官より認定を受け、認定ＮＰＯとなる
東北・健康農業事業開始
ハルツーム州ワドアブサーレ地区で巡回診療開始
医療機器・サービス国際化推進事業（調査）実施
（経済産業省より受託・～2015.2）
ハルツーム大学に日本スーダン交流館「無東西」開設
北コルドファン州で栄養改善事業開始（国連WFPと連携）

組織概要

役員一覧

沿革2015年7月現在

ロシナンテス発足からのおもな活動

理事長

副理事長

理事

監事

川原　尚行

新井修一郎　　竹中　賢治

東　晃一　　　安西　馥　　　内田　賢介　　大嶋　一馬

岡留健一郎　　海原　六郎　　桑野　博行　　柴田　文壽

島田　光生　　鈴木　守　　　高濱　英子　　武冨　紹信

福地　茂雄　　前原　喜彦　　松股　孝　　　武藤　義博

坂井　一郎　　矢永　啓助

（五十音順）

年 月 内　　容

組織概要・収支報告

クレジットカード
お申込みはホームページから
http://www.rocinantes.org/

例えば、
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